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人
口
と
世
帯�

人口�

世帯�

男�
女�

４１６,２１２人�

１７５,８１１世帯�

２０５,６７１人�
２１０,５４１人�

　（前月より３６４人増）�

（前月より２６８世帯増）�
　（１９年１１月１日現在）�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

月
議
会
が
開
会

１２

　

平
成　

年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が　

月　

日
に
開
会
さ

１９

１１

３０

れ
ま
し
た
。
本
議
会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１９

な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

２１

　

議
案
等
の
内
訳
は
予
算
２
件
、
条
例
等　

件
、
契
約
４

１４

件
、
そ
の
他
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月　

日
ま

２１

で
で
す
。

月月
議議
会会
がが
開開
会会

１１２２

会会
期期
はは

日日
まま
でで

２２１１

補
正
予
算
な
ど

補
正
予
算
な
ど　

議
案
を
審
議

議
案
を
審
議

２１２１

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計

１
億
９
８
９
５
万
２
千
円
、
特
別

会
計
４
２
１
万
４
千
円
、
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
合
計
で
、
２
億

３
１
６
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の

主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
１
億

３
６
１
４
万
９
千
円
、
都
支
出
金

６
４
２
８
万
３
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
く
歳
出
の
主
な
も
の

は
総
務
費
３
億
６
４
６
７
万
８
千

円
、
民
生
費
２
億
９
３
６
０
万
５

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
２
１

１
億
１
２
７
２
万
６
千
円
、
特
別

会
計
（
企
業
会
計
含
む
）
１
２
３

２
億
８
６
５
３
万
９
千
円
、
一
般

会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
で
２
４

４
３
億
９
９
２
６
万
５
千
円
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
（
１
万
円
未
満
は

切
捨
て
）
。

【
総
務
費
】

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
財
政
事

務
費
（
４
億
５
０
４
１
万
円
）

【
民
生
費
】

自
立
支
援
給
付
費
な
ど
の
自
立
支

援
給
付
事
業
費
（
２
億
９
３
５
８

万
円
）
、
小
山
ヶ
丘
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
増
設
事
業
の
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
整
備
費
（
債
務
負
担
行
為
設
定

の
み
）

○
町
田
市
駐
車
場
事
業
会
計
及
び

町
田
市
鶴
川
駅
北
土
地
区
画
整
理

事
業
会
計
を
廃
止
す
る
た
め
所
要

の
改
正
を
す
る
「
町
田
市
特
別
会

計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

○
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第　

条
の
２
の

２４

規
定
に
基
づ
き
、
市
長
が
ス
ポ
ー

ツ
及
び
文
化
に
関
す
る
事
務
の
管

理
及
び
執
行
を
行
う
こ
と
を
定
め

る
た
め
制
定
し
、
併
せ
て
、
附
則

の
中
で
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
括
し
て
所
要
の
改
正
を
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
係
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
す
る
条

例
」

○
２
０
０
８
年
４
月
に
組
織
改
正

を
行
う
た
め
、
関
係
す
る
条
例
に

つ
い
て
一
括
し
て
所
要
の
改
正
を

す
る
「
町
田
市
組
織
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

○
郵
政
民
営
化
及
び
証
券
取
引
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
資
産
等
の
用
語
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
「
政
治
倫
理
の
確

立
の
た
め
の
町
田
市
長
の
資
産
等

の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
部
分
休
業
の
対
象
と
な
る
子

の
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
う

た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
「
町
田

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
ほ
か
９
件
で
す
。

　

市
で
は
、
大
学
と
行
政
・
地
域

と
の
連
携
・
交
流
を
よ
り
深
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、　

月
１１

　

日
に
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
２
０

１３０
７
年
度
町
田
市
学
長
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
１
９
９
５
年
５

月
に
設
置
さ
れ
、
今
回
で
７
回
目

に
な
り
ま
し
た
。
石
阪
市
長
、
岩

崎
、
町
田
両
副
市
長
、
山
田
教
育

長
を
は
じ
め
、
大
学
・
短
期
大
学

長
が
一
同
に
会
し
、
「
大
学
・
短

期
大
学
と
行
政
・
地
域
と
の
相
互

の
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
最
近
の
市

と
大
学
・
短
期
大
学
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
市
制　

周
年

５０

記
念
大
学
連
携
事
業
の
発
表
も
行

わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
現
在
、
桜
美
林
、

国
士
舘
、
昭
和
薬
科
、
玉
川
、
東

京
家
政
学
院
、
東
京
女
学
館
、
法

政
、
和
光
の
八
大
学
と
、
東
京
田

中
、
鶴
川
女
子
の
二
短
大
が
あ

り
、
今
回
か
ら
サ
レ
ジ
オ
工
業
高

等
専
門
学
校
が
、
新
た
に
加
入
し

ま
し
た
。
市
内
各
大
学
等
と
、
近

隣
の
青
山
学
院
、
麻
布
、
恵
泉
女

学
園
、
多
摩
美
術
、
東
京
工
業
、

東
京
造
形
の
六
大
学
で
、
町
田
市

学
長
懇
談
会
を
構
成
し
て
い
ま

す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

０
３

２００７年度　　　　　　

町田市学長懇談会を　

　　　　開催しました

　

「
広
報
ま
ち
だ
」
の
記
事
で
通
常
使
う
文
字
が
、
今
号
か
ら
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
課
で
は
内
容
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
工
夫
し
、
こ
れ
か
ら
も

ど
な
た
に
も
読
み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□問
 

広
報
広
聴
課
広
報
係
11
７
２
４
・
２
１
０
１

１　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２　

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

３　

飲
酒
運
転
の
根
絶

４　

違
法
駐
車
対
策
の
推
進

　

□問
 

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

「
や
さ
し
さ
が

　
　

走
る
こ
の
街
こ
の
道
路
」

ＴＯＫＹＯ
交通安全
　　キャンペーン
１２月１日（土）～７日（金）

重　点

補

正

予

算

案

条

例

案

等

　

町
田
市
に
は
、
２
８
２
３
人

（
２
０
０
７
年
４
月
１
日
現
在
）

の
職
員
が
市
民
生
活
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
（
福
祉
、
医

療
、
教
育
、
土
木
な
ど
）
で
働
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
職
員
に

支
払
わ
れ
る
給
与
に
は
、
毎
月
支

給
さ
れ
る
給
料
及
び
地
域
手
当
、

扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手

当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外
勤

務
手
当
等
と
民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ

ス
に
あ
た
る
期
末
・
勤
勉
手
当
と

が
あ
り
ま
す
。 

　

町
田
市
で
は
、
給
与
等
の
状
況

に
あ
わ
せ
て
、
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
公
正
性

と
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
事
務
等
（
平
均
年

齢　

歳
８
月
）
の
平
均
年
収
は
７

４２
６
８
万
円
で
す
が
、
そ
の
他
主
な

職
種
別
職
員
の
平
均
年
収
は
、
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

市
職
員
の
給
料
を
公
表
し
ま
す

市
職
員
の
給
料
を
公
表
し
ま
す

一
般
事
務
の
平
均
給
料
は
７
６
８
万
円

一
般
事
務
の
平
均
給
料
は
７
６
８
万
円

□問
 

職
員
課
11
７
２
２
・
３
１
１
１
、
内
線
２
２
８
１ 

広�

大�

き�

く�

な�

り�

ま�

し�

た�
報�

ま�

ち�

だ�

の�

文�

字�

が�

主な職種別の職員の平均年収比較表
２００６年度２００５年度

平均年齢平均年収（円）人数（人）平均年齢平均年収（円）人数（人）職　種
４２歳８月７６８万１，３４４４２歳８月７７２万１，３３７一般事務等
４３歳６月７９７万１２７４２歳１１月７８１万１３１土木技術
４７歳３月８１６万６３４６歳９月８２１万６６建築技術
４５歳０月８１８万４７４４歳６月８２１万４７電気技術
４７歳１０月８３５万３８４７歳２月８４５万３６機械技術
４０歳８月６５８万１２２４０歳５月６５９万１２５保育士
４０歳８月１，３２２万６９４１歳２月１，２８６万５８医師・歯科医師
３４歳１１月６３８万３５０３５歳７月６２５万３４７保健師・看護師等
４６歳３月８０５万１５９４５歳１０月８１７万１４６自動車運転
４４歳１１月７５６万８７４４歳６月７８３万１１４一般作業
４７歳４月７２８万１２７４７歳４月７２５万１２９給食調理
４９歳５月７５５万９５５０歳８月７８４万１０６一般用務

※平均年収は、その年度の決算額をもとに、４月１日の職員数により算出しております。 
平均年収には、給料、諸手当（地域手当、管理職手当、扶養手当、時間外手当、住居手当
など）及び期末・勤勉手当を合計したものです。退職手当は、含みません。

（平均年齢は１２進法）

現在の小山ヶ丘学童保育クラブ
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〈図１〉職員の構成　職員数２，８２３人　　　　（２００７年４月１日現在）

（注）①一般行政職とは他の職種に属さないすべての職員（事務・技術等）
　　　②税務職とは税務部の職員及び市民部国保年金課の保険税担当職員
　　　③福祉職とは保育園等の保育士及び学童保育に勤務する児童厚生員
　　　④医療職とは市民病院等に勤務する医師、看護師、薬剤師等 
　　　⑤技能労務職とは自動車運転手、用務員、作業員、給食調理員等
　　　⑥教育公務員とは学校教育部指導課に勤務する指導主事
　　　⑦職員数は「地方公務員給与実態調査」による

教育公務員�
３人　０．１％�

一般行政職一般行政職�
１，４８４８６人　５２．６％�
一般行政職�
１，４８６人　５２．６％�

税務職�
１６４人�
５．８％�

福祉職�
１４８人�
５．２％�

医療職�
５２２人�
１９．６％�

技能労務職�
４７０人�
１６．６％�

市市市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員ののののののののののののの

給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与等等等等等等等等等等等等等ののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況
町田市職員の給与・定数管理の

状況についてお知らせします
お問い合わせは、職員課（11７２２・３１１１内線２２８１、6７２４・１１７４）へ。

〈表１〉一般行政職の級別職員数の状況　　　　（２００７年４月１日現在）

計
１級２級３級４級５級６級７級８級区　　　分

係員主任係長・
主査

課長
補佐主幹課長・

副参事部長標準的な職務

１，４８６
（２３人）１７人３６０人４５５人

（２３人）４３５人３０人６１人８８人４０人職　員　数

（注）①町田市職員の初任給・昇格
及び昇給等の基準に関する規
則に基づく給料表の級区分に
よる職員数です。②標準的な
職務内容とは、それぞれの級
に該当する代表的な職名で
す。③（　　）内は、再任用
短時間勤務職員であり、外数
です。

１級　係員�
１．２％�

２級�
係員�
２４．２％�

３級�
主任�
３０．６％�

４級�
係長・主査�
２９．３％�

５級　課長補佐�
２．０％�

６級　主幹�
４．１％�

７級�
課長・副参事�
５．９％�

８級　部長�
２．７％�

級別職員と割合

〈表２〉人件費の状況（２００６年度普通会計決算）

（参考）２００５年
度の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出総額（Ａ）住民基本台帳

人　　　　口

２０．１％２０．０％２２７億６，００２万円２１億２，３１１万円１，１３７億７，５８１万円（２００７年　　　３月３１日現在）
４０８，５３５人

（注）①人件費とは、一般職員に支給される給与と市長や議員など特別職の給料・報酬・
手当などの経費の合計です。②普通会計とは、一般会計をもとに特別会計と調整し
て得られる統計上の会計です。

〈表３〉職員給与費の状況（２００７年度普通会計予算）

給　　　　　与　　　　　費

計その他の手当期末・勤勉手当給　　　料

１６７億４０万円３０億５，０５５万円４２億４，１１３万円９４億８７２万円

（注）①給与費は、人件費から議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費、退職
手当などを除いたものです。②「その他の手当」のうち主なものは、扶養手当２億
９，９５２万円、地域手当１２億８，４７２万円、時間外勤務手当７億６，９４０万円などです。

〈表４〉初任給の状況　　　　　　　　　　　　（２００７年４月１日現在）
国東　　　京　　　都町　　　田　　　市

区　分
初任給初任給初任給

Ⅰ種　　１７９，２００円
Ⅱ種　　１７０，２００円１７９，２００円１７９，２００円大学卒

１３８，４００円１４２，７００円１４２，７００円高校卒

〈表５〉平均給料月額などの状況　　　　　　　（２００７年４月１日現在）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職
区　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４７．９歳３７２，１０３円４３．１０歳３６５，６９９円町田市

４７．０歳３３０，７３２円４３．７歳３５７，４１４円東京都

一般行政職�

平均給料月額�

町田市�
東京都�技能労務職�

２００，０００円�２５０，０００円�３００，０００円�３５０，０００円�４００，０００円�

（注）経験年数：学校卒業後ただちに市職員に採用された者は ､その在職年数をいい ､そ
の他の職員については、それぞれ前歴等の年数を一定の基準により在職年数として
換算し、あわせて市職員に採用後の在職年数を加算したものです。

〈表６〉経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（２００７年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　　分

３８３，２８３円３３５，６２４円２７２，８１２円大　学　卒
一 般 行 政 職

３３２，２３３円２８５，６６７円２２９，７５０円高　校　卒

３０６，６００円２７１，３００円２３２，１００円全　学　歴技 能 労 務 職

４００，０００円�
３５０，０００円�
３００，０００円�
２５０，０００円�
２００，０００円�

経験年数�

一般行政職（大学卒）�

一般行政職（高校卒）�

技能労務職（全学歴）�

１０年� １５年� ２０年�

平
均
給
料
月
額�

〈表７〉昇給期間短縮の状況

教　育
公務員

技　能
労務職医療職福祉職税務職一　般

行政職合計区　　　　分

３人４７０人５５２人１４８人１６４人１，４８６人２，８２３人職員数　　　　　（Ａ）

２００６年度 ０人１８９人１６３人 ４４人 ６９人　６０６人１，０７１人
普通昇給期間（１２月～
２４月）を短縮して昇給
した職員数（Ｂ）

０．０%４０．２％２９．５％２９．７％４２．１％４０．８％３７．９％比率　　　　（Ｂ／Ａ）

３人５０３人５２１人１５０人 １６７人１，４９９人２，８４３人職員数　　　　　（Ａ）

２００５年度 ０人１７６人１２１人 ５４人　５９人　５３１人　９４１人
普通昇給期間（１２月～
２４月）を短縮して昇給
した職員数（Ｂ）

０．０%３５．０％２３．２％３６．０％３５．３％３５．４％３３．１％比率　　　　（Ｂ／Ａ）

（注）職員数は翌年度４月１日現在です ｡

〈表８〉期末・勤勉手当の状況

（注）①東京都及び国については、一般職員の例です。②（　）内は、再任用職員に係る
支給割合です。

国東　　　京　　　都町　　　田　　　市区　　　分

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当２００６年度支給率

０．７２５月分
（０．３５月分）

１．４０月分
（０．７５月分）

０．４７５月分
（０．２７５月分）

１．６０月分
（０．７５月分）

０．６０月分
（０．３０月分）

１．３０月分
（０．６５月分）

２００６年６月期　

０．７２５月分
（０．４０月分）

１．６０月分
（０．８５月分）

０．４７５月分
（０．２７５月分）

１．６５月分
（０．９５月分）

０．５５月分
（０．３５月分）

１．５５月分
（０．８０月分）

２００６年１２月期　

　―　月分　―　月分
　―　月分

　―　月分０．２５月分
（０．１０月分）

　―　月分０．４１月分
（０．２１月分）

２００７年３月期　

１．４５月分
（０．７５月分）

３．００月分
（１．６０月分）

０．９５月分
（０．５５月分）

３．５０月分
（１．８０月分）

１．１５月分
（０．６５月分）

３．２６月分
（１．６６月分）

計

０．７２５月分
（０．３５月分）

１．４０月分
（０．７５月分）

０．４７５月分
（０．２７５月分）

１．６０月分
（０．７５月分）

０．６０月分
（０．３０月分）

１．３０月分
（０．６５月分）

２００７年６月期　

有有有職務段階による加算

〈表９〉退職手当の状況　　　　　　　　　　　（２００７年４月１日現在）

国東　　　京　　　都町　　　田　　　市区　　　分

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

３０．５５月分２３．５０月分３３．５０月分２４．２５月分３４．５０月分２４．２５月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５０月分４３．５０月分３２．５０月分４５．９０月分３２．５０月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分５９．２０月分４９．７５月分５９．２０月分４９．７５月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分５９．２０月分５０．００月分５９．２０月分５０．００月分最高限度

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）加算措置

（注）町田市の退職手当の支給率については、２００９年度に東京都の支給率と同じになりま
す。

２００７．　．　（　） １２ １２ お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

〈図２〉給与の種類とその内容

給
　
　
与�

給料表に定める額�給　　　料�

配偶者１３，５００円、その他の親族８，５００円�扶 養 手 当 �
民間における賃金や物価等に関する事情を考慮して支給�
される手当で給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１３％�地 域 手 当 �

１５,７００円を限度に支給�住 居 手 当 �

交通機関利用者（電車、バス等）→運賃相当額�
通 勤 手 当 �

管理職手当など�そ　の　他�

危険、不快、不健康など特殊な業務に従事した場合に支給�特殊勤務手当�

時間外勤務手当など�そ　の　他�

賞与に相当する手当�期末・勤勉手当�

退職のとき支給される一時金�退 職 手 当 �

毎月きまって�
支給されるもの�

勤務した実績に�
応じて支給され�
るもの�

臨時に支給され�
るもの�

交通用具使用者（車、自転車等）→通勤距離に応じて支給�

※市長、副市長、収入役については条例の定めにより退職手当及び扶養手当が支給され
ます。
※東京都及び国の給与等については東京都から通知のあった数値を使っ
ています ｡

〈表１０〉特別職の報酬等の状況

期　末　手　当報酬等の月額
（２００７年４月１日現在）区　　　　分

１．９０月分
２．０５月分
０．４５月分
４．４０月分

（２００６年度支給率）
２００６年６月期
２００６年１２月期
２００７年３月期

計　　　

（給料）
１，０６０，０００円
　９００，０００円
　８１０，０００円

市　　　　　長
副　　市　　長
収　　入　　役

２．２０月分
２．５０月分
０．５０月分
５．２０月分 

（２００６年度支給率）
２００６年６月期
２００６年１２月期
２００７年３月期

計　　　

（報酬）
　６４０，０００円
　５８０，０００円
　５５０，０００円

議　　　　　長
副　　議　　長
議　　　　　員

2006年度人事行政の
運営等の状況の公表

　町田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づ
き、２００６年度の人事行政の運営等の状況について公表します。

□問 職員課11７２２・３１１１（内線２２８１）

件　　数項　　目

０件勤務条件に関する措置
の要求

０件不利益処分についての
不服申立て

１件苦情処理

８　公平委員会の業務の状況
　公平委員会は、職員の勤務条件に関す
る措置の要求や不利益処分の審査など、
職員の権利利益の保護のため処分庁とは
異なる第三者機関・中立機関として設け
られています。 
　２００６年度における東京都市公平委員会
の町田市に係る業務状況報告は、次のと
おりです。

７　職員の福祉及び利益の保護
の状況

（１）職員の保健に関する事項
　　　　　　　　　　　（２００６年度）

①主な健康診断の実施状況

人　　数種　　類

２，８０２人定期健康診断

　３３２人胃検診

１，６４３人大腸検診

②健康相談の実施状況

延人数相談者

　６９８人医　　師

　１１１人カウンセラー

　６９５人栄養士・保健師

件　　数種　　類

３７件公務災害

 ７件通勤災害

（２）公務災害及び通勤災害の認定件数
　　　　　　　　　　　（２００６年度）

　職員の健康の保持増進のため健康診断
やそのフォロー等のため健康相談を実施
しています。

２，９５７人
（２００６年４月１日現在）会員数

給付事業（慶弔費等）

事業
内容

健康体育事業
（スポーツ大会等）

文化教養事業（文化祭等）

福利厚生事業
（人間ドック利用補助等）

（３）町田市職員互助会に関する事項

　地方公務員法第４２条の規定に基づき、
市の条例により「町田市職員互助会」を
設置し、職員の健康増進、その他厚生に
関する事業を行っています。事業は、会
員の会費（給料月額の５／１０００：２００６年
度）と市の交付金（給料月額の４／１０００
：２００６年度）で運営されています。

１　職員の任免及び職員数に関する状況
（１）任免の状況

２００６年度２００７年度
２,８４３人２,８２３人常勤職員
　 ６５人　 ７１人再任用職員

（２）職員数に関する状況（各年度４月１日現在）

　２００６年度における新規採用者数並びに職種別及び事由別退職者数は、次のとおりです。

　職員数には、東京都から地方自治法に
より町田市に派遣されている職員及び公
益法人派遣法により派遣している職員並
びに市費負担の指導主事等を含み、南多
摩斎場組合などの一部事務組合への派遣
者などは除いています。

　退職は、定年は６０歳、勧奨は一定の年
齢又は勤続年数以上の者に希望を募り、
それに応じて、定年前の早期退職、普通
は、自己都合などによる退職

①職種別採用者数（合計１０９人）�一般事務�
３６人�

一般技術�
２人�

医師・歯科医師�
３０人�

看護師�
３６人�保健師�

１人�

医療技術職�
４人�

③事由別退職者数（合計１３９人）�

定年退職�
６５人�

普通退職�
５１人�

勧奨退職�
２３人�

②職種別退職者数（１３９人）�
一般事務�
４６人�

看護師�
２０人�

一般技術�
１２人�
技能労務職�
３４人�

医療技術職�
２人�

保健師２人�

医師・歯科�
医師１７人�保育士�

６人�

２　職員の給与の状況
（１）職員給与費の状況（２００６年度決算額）　　（職員数は、２００６年４月１日現在）

　職員手当（地域手当、管理職手当、扶養手当など）には、退職手当は、含みません。

一人当たりの
給与費

（Ｂ）／（Ａ）
計（Ｂ）期末・勤勉

手当職員手当給　料職員数
（Ａ）区　分

７６５万円１３９億１，６０６万円３５億２，４９９万円２５億７，９１３万円７８億１，１９４万円１，８１９人一般事務・
一般技術職

６５５万円 ２９億６，０２０万円６億９，０８８万円６億５，１７３万円１６億１，７５９万円　４５２人医　療　職
（医師等を除く）

７６７万円 ３８億５，５５１万円９億９，０７２万円６億３，７１１万円２２億２，７６８万円　５０３人技能労務職

（２）休暇制度の概要

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

休憩時間・休息時間勤　務　時　間
終業時刻始業時刻勤務時間

１２時１５分から４５分間の休憩時間及び概ね４
時間の勤務時間ごとに１５分間の休息時間午後５時１５分午前８時３０分週４０時間

（１）勤務時間・休憩時間・休息時間の状況
　職員の勤務時間については、条例等により次のように定めています。ただし、業務
上必要があると認める場合などは、異なる勤務時間が割り振られることがあります。

　職員に付与される年次休暇は、年２０日となっています。
　年次休暇以外の休暇等については、次のようなものがあります。

（３）病気休暇・介護休暇・育児休業等の状況（２００６年度）
育児休業介護休暇病気休暇 男女

１人９４人２人１７２人

付与日数、期間等種　　　　類
必要な時間公民権の行使
必要な日数骨髄移植休暇
１の年度に５日までボランティア休暇
配偶者１０日、父母、子７日、祖父母、兄弟姉妹３日、おじおば２日等忌　　引
連続する７日以内（週休日等を含む。）結婚休暇
連続する２日の範囲内生理休暇
妊娠２３週までは４週に１回、妊娠２４週から３５週までは２週に１回、妊娠
３６週から出産までは１週に１回、産後１年以内医師等が指示する回数母子保健健診休暇

２回まで合計１０日妊娠症状対応休暇
産前産後を通じ１６週間（多胎妊娠の場合は２４週間）の範囲内産前産後の休暇
出産前後３週間以内２日出産介護休暇
９歳に達した後、最初の３月３１日まで　１の年度に５日以内子どもの看護休暇
勤続１０年、２０年は３日、３０年は４日リフレッシュ休暇
年１回、２日以内人間ドック休暇
５日夏季休暇
介護休暇の初日から２年間に限り３回まで　通算１８０日介護休暇
疾病または負傷のため療養する必要があり、勤務をしないこと
がやむを得ないと認めるとき（９０日の範囲内）病気休暇

６　職員の研修及び勤務成績の
　　評定の状況（２００６年度）

　常に時代のニーズを正確にとらえる視点
を持ち、高い専門的知識と人間性豊かな判
断力・行動力をもって課題に取り組み、市
民の納得・共感・信頼を得る行政のプロフ
ェッショナルを育成するため、職員に対す
る研修を計画的に実施しています。

備　　考修了者数研修の
種類

職層研修・実務・
専門研修等１，７９７人

独自研修
自動対外式除細動器
（ＡＥＤ）講習受講者

うち 　
　２０６人

東京都市町村研修所
・東京都職員研修所
・大学院等へ派遣

　７６７人派遣研修

人　　数種　類
１１２人条件付採用
３９６人昇　　任
６９０人特別昇給

（２）勤務評定の実施状況
　職員の勤務評定は、条件付採用期間
（採用の日から６か月間）の職員が正式
採用になるための判定、主任、係長、管
理職選考等の合否の判定並びに昇給の短
縮措置（特別昇給）の判定などの際に、
職務業績、職務遂行能力、職務態度等に
ついて実施しています。

（１）職員の研修の状況

件　　数種　　類
３８件営利企業等の従事許可

５　職員の服務の状況
（２００６年度）

　職員は、全体の奉仕者であり、職務専
念義務を負うことから、任命権者の許可
がある場合を除いて、営利を目的とする
私企業等への従事は禁止されています。

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
（２００６年度）

件　　数種　　類
０件免　　職
１件停　　職
２件減　　給
２件戒　　告

（２）懲戒処分

件　　数種　　類
１４０件病気休職
０件刑事休職

（１）分限処分

　分限処分とは、公務の能率の維持並び
に適正な運営の確保という観点から行わ
れる処分で地方公務員法第２８条に規定さ
れているものです。 
　懲戒処分とは、職員の非違行為に対し
て、職場の秩序維持・回復することを目
的として行われる処分で地方公務員法第
２９条に規定されているものです。 
　なお、昭和５１年に公金（年金含む）着服
（全額返済、依願退職。懲戒処分及び刑
事告発なし）及び昭和６０年に公金（年金
含む）着服（全額返済、懲戒免職、刑事
告発（市議会議員による））がありました。
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□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

こ
つ
こ
つ
教
室

　

歳
か
ら
の

４０

※上記検診はいずれも町田市民で、職場等で検診の機
会のない方が対象です。

※肺がん・胃がん検診は年度内（２００７年４月～２００８年
３月）に１回受診できます。乳がん検診は２年に１
回受診できます。

※希望日で割り振りしたうえで定員を超えた場合は、
検診日ごとに抽選を行います。抽選にもれた方に
は、個別に通知します。

※集団検診のため、希望時間の指定ができないことを
ご理解下さい。なお１月は女性が先に検診します。

【非負担について】※次の方は無料になります。
●○老 老人保健法医療受給者証をお持ちの方●高齢受給
者証をお持ちの方●平成１９年度の市民税非課税世帯の
方●生活保護受給世帯の方
※受診者に郵送される申込書により、検診当日に「負
担・非負担」の届出をして下さい。

受診
案内申し込み受診できない方費　用定員内　容会　場期　日対　象検診

名

１
月
上
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

ハガキ（検診
ごとに１人１
枚、封 書 も
可）に「肺が
ん検診申込」
「胃がん検診
申込」または
「乳がん検診
申 込」と 書
き、住所・氏
名（ふ り が
な）・生年月
日・電 話 番
号、胃がん検
診または乳が
ん検診は希望
会場・希望日
（第３希望ま
で）を明記し
て、１２月７日
まで（消印有
効）に 健 康
課（〒１９４－
００１３、原町田
５－８－２１、
健康福祉会館
内、11７２５・
５１７８）へ

【共通】　①既に何ら
かの自覚症状がある方
（病院で受診して下さ
い）②妊娠中または妊
娠の疑いがある方 
【肺がん検診】　①肺
に関する疾患で経過観
察中、治療中、手術後
の方
【胃がん検診】　①胃
に関する疾患で経過観
察中、治療中、手術後
の方②過去１年以内に
心臓の発作や脳梗塞等
の脳疾患を発症したこ
とのある方③現在治療
中の急性期の疾患をお
持ちの方④まひなどが
あり検診台の上で自力
で回転できない方
【乳がん検診】　①乳
房に関する疾患で経過
観察中、治療中の方②
豊胸手術を受けている
方③現在授乳中の方④
心臓ペースメーカーを
装着している方⑤腰痛
や障がい等により自力
でまっすぐに立ってい
ること（１０分）が難
しい方

１，２００円１００人

問診、レ
ントゲン
直 接 撮
影、かく
たん検査

健康福祉
会 館２８日（月）４０歳

以上
肺
が
ん

８００円各日
５０人

問診、レ
ントゲン
間接撮影
（バリウ
ムを飲み
ます）

鶴川市民
センター２１日（月）

３５歳
以上

胃
が
ん

木曽山崎
センター２３日（水）

健康福祉
会 館

２２日（火）

２４日（木）

２５日（金）

受
診
日
の　

日
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

１０

２，８００円

各日
多摩丘
陵病院
１０人

健康福
祉会館
１００人

問診、視
触診、マ
ンモグラ
フィー
（乳房Ｘ
線撮影）

多摩丘陵
病院（下
小山田町
１４９１）

１７日（木）

２００７年４
月１日～
２００８年３
月３１日の
誕生日で
４０歳～７０
歳の偶数
歳となる
女性　　

乳
が
ん

１８日（金）

２１日（月）

２２日（火）

２３日（水）

２４日（木）

健康福祉
会 館

１８日（金）

１９日（土）

２１日（月）

○
対
象　

平
成　

年
１
月
〜
６
月

１８

生
ま
れ
の
子
と
保
護
者
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日
時　
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月
８
日
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火
）
午
前

９
時　

分
〜
正
午

５０

○
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健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

幼
児
期
の
栄
養
と
発
達
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て
の
話
、
試
食
、
グ
ル
ー

プ
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組
（
申
し
込
み
順
）

２５

※
一
度
参
加
さ
れ
た
方
や
、
き
ょ

う
だ
い
を
お
連
れ
で
の
参
加
は
ご

幼
児
食
講
習
会

遠
慮
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

町田市ごみゼロ市民会議から市長に報告書が提出されました

　これまで、ごみの減量、再資源化の方策を検討してきた公募の市民からなる
「ごみゼロ市民会議」から、１１月１７日報告書（～もったいない精神で「ごみゼロ
まちだ」をつくろう～）が石阪市長に提出されました。
　同会議は町田市の「ごみになるものを作らない、燃やさない、埋め立てない」
の基本方針に基づき、ごみの減量、再資源化を検討するために公募した、市民委
員により昨年１０月にスタートしたものです。
　１２４人の市民委員と町内会・自治会連合会選出の委員１０人、アドバイザー５人、
市役所職員などが生ごみ、廃プラスチック、その他の資源拡大の３部会１１分科会

と広報・環境教育、ごみゼロ市役所推進支援の２つのチームを立ち上げ、のべ
２８０数回におよぶ会合と実証実験など約１年かけて取り組んできました。
　報告書は提言と各分科会の活動報告などからなり、提言では「ごみゼロまち
だ」の実現のために市民と行政が一体となり具体的に取り組むための６項目が挙
げられています。
　市民会議では町田市に対し、この提言を実行できるものはすみやかに実行し、
難しいものについてはその理由説明と代替案などを市民に示すことを要望してい
ます。提言の内容は以下のとおりです。　　　　　　□問 ごみ減量課11７９７・０５３０

１１．．家庭生ごみの全量資源化を計画的に進める家庭生ごみの全量資源化を計画的に進める
（１）生ごみの堆肥化を市民の手で行う
○可燃ごみの約４０％を占める生ごみの資源化は、個人の手により処理が可能な堆肥化を基本とする。
○生ごみ処理機器（ 堆  肥 化容器及び電動生ごみ処理機等）を貸与し、地区単位、棟単位で面的に展開する。

たい ひ

○戸建住宅での実験結果を踏まえ、家庭で生成した１次生成物は、各自活用するか、
行政が回収して有効活用する。

（２）生ごみの堆肥化をみんなで学び、支えあう
○市民の堆肥づくりの啓発・普及を、町内会・自治会連合会、廃棄物減量等推進員を
はじめ市民団体の協力を得て行うとともに、堆肥化の知識や技術を持つ経験者市民
の参画を得て、地域住民と密着した各種の要請に応える体制をつくる。
○生ごみ処理機器による堆肥づくりを進めるにあたっては、メーカーとの連携による
万全な機器メンテナンス・サポート体制をつくる。

（３）生ごみは資源として土に戻し、野菜を育てる
○家庭から出された生ごみ及び家庭でつくられた１次生成物を、市内農家が安心して
使用できる優良な完熟堆肥に加工するための「堆肥化センター」（仮称）の設置に
ついて、市内農業関係者と協議する。
○家庭から出された生ごみ及び家庭でつくられた１次生成物は、市内農家や市民農園
等で有効活用するとともに、家庭生ごみ堆肥で栽培された農産物は、家庭をはじ
め、学校や病院等へ提供し、地産地消を推進する。

（４）バイオガス化と生ごみの分別収集について
○生ごみの資源化方策の一つとして、バイオガス化のための「家庭から生ごみのみを
直接分別収集する」実験を行い、また、町田市初の「生分解性プラスチック袋」の
使用も試みた。市は生ごみの直接収集によるバイオガス化を検討する。

２２．．プラスチックごみの減量、資源化は、できることから始めるプラスチックごみの減量、資源化は、できることから始める
（１）市民レベルで、とにかくやってみる
○Ｎｏレジ袋とマイバッグ持参を心がけ、プラスチック製容器包装材を使用した商品
ではなく、できるだけ紙材を使用した商品を選択するなど、市民が暮らしの中で実
践を積み重ねる。
○プラスチック材を資源化の容易な紙材等へと代替する、またプラスチック製容器包装
材等の店頭回収を推進する方策について、関係者との協議の場を設けるとともに、消
費者である市民の力を結集して、行政とともに事業者へ積極的に働きかけていく。

（２）町田らしい処理方法を専門的な立場から考える
○発生抑制、排出抑制を基本に据えたプラスチックごみの資源化や処理方法を調査研
究する。その一環として、家庭で分別された柔らかいフィルムシートを収集し、低
圧圧縮処理をするモデル地区実験を試みる。
○調査研究や実験のプロセスは市民に公開し、その透明性を確保するとともに、専門家
も交えて、安全性をはじめとする技術的な検討を加えながら、その適否を判断する。

（３）市民、事業者、行政による三者協議の場を設置して問題解決をめざす
○条例制定をめざして、スーパー等でのレジ袋の無償配布の廃止や有料化の具体策を探る。

３３．．発想の転換で、資源化の新しい広場・しくみをつくる発想の転換で、資源化の新しい広場・しくみをつくる
（１）中心拠点としての「リサイクル広場まちだ」構想
○延べ２５日に及んだ「実験・リサイクル広場まちだ」に対する、実験期間中の来場者
の評価はきわめて高く、特に実験後も存続を求め、各地域への分散設置への要望も
多く寄せられたので、早期に体制を整えて本格的開設につなげる。

○「リサイクル文化センター」を「リサイクル広場まちだ」に名称変更し、「実験・
リサイクル広場まちだ」の機能を常設化する。

○「実験・リサイクル広場まちだ」の機能を、以下の観点から強化し、実施に移す。
・ごみではなく資源として活かす新たな場
・持ち込み方式の中心拠点
・市民が目で見て、考える環境教育の場
・「ごみゼロ」を市民同士が話し合うコミュニケーションの場
・努力した市民が報われるポイントシステムの検証と還元窓口
・リサイクル公社、働けバンク、花の家、資源協同組合との協働

（２）持ち込み方式の地域展開
○各地区に小規模のリサイクル広場を設置し、市内全域に展開する。
○空き缶の回収機と結びついた小さな拠点を市民の手で作り、行政が支援していく。

（３）現行の資源回収システムの見直し
○現行のシステムを見直し、新たな経費を増やさずに資源回収場所での資源化品目を
増やし、全市的に展開する。

○リユースビンの優位性を生かし、普及させる循環システムを確立する。

４４．．まず「ごみゼロ市役所」を実現するまず「ごみゼロ市役所」を実現する
○「ごみゼロ市役所」を推進する責任体制・組織づくりに直ちに着手し、市長以下、職員が一
丸となって「ごみゼロ市役所」を実現し、市内の公共施設、事業所のモデル拠点とする。

５５．．見て、触れて、感じる環境教育を実践する見て、触れて、感じる環境教育を実践する
○子どもから大人までの幅広い層を対象に、環境教育を全市的に展開していく。特に
小学校への出前講座などを充実させる。

○町内会・自治会連合会、ごみ減量連絡協議会、廃棄物減量等推進員などの協力を得
ながら、環境教育と啓発活動を推進する。

○新しい「リサイクル広場まちだ」を今後の環境教育と実践の中心拠点とする。

６６．．市民が市民に話しかける「ごみゼロの風」を継続する市民が市民に話しかける「ごみゼロの風」を継続する
○市民の編集による広報紙「ごみゼロの風」の発行を通して、発行責任、編集権の所在、市の
広報との関係など、市民が市民の合意を得て編集することの大切さと困難さを実感した。

　　この貴重な経験を生かし、「ごみゼロまちだ」を推進する一環として「ごみゼロ
の風」の発行継続を追求する。ただし、市民編集の広報発行は、「ごみゼロまち
だ」を推進する市民の新しい母体組織の存在が前提である。

１月の検診のご案内 □問 健康課11７２５・５１７８
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【
障
が
い
児
の
た
め
の
歯
と
口
か

ら
の
健
康
づ
く
り
】

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
障
が
い

児
の
保
護
者
及
び
関
係
者

療
育
相
談
事
業

講

演

会

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後

１２

１８

２
時
〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
保
健
所

○
講
師　

歯
科
医
師
・
戸
羽
あ
ず

さ
氏

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
保
健

所
保
健
対
策
課
（
11
７
２
２
・
０

６
２
１
）
へ
。

【
①
書
類
の
整
理
等
】

○
契
約
期
間　

１
月　

日
〜
２
月

２２

８
日
（
延
長
あ
り
）

○
募
集
人
員　
　

人
３０

【
②
ス
キ
ャ
ナ
ー
補
助
】

○
契
約
期
間　

１
月　

日
〜
４
月

２１

４
日

○
募
集
人
員　

４
人

【
③
書
類
の
整
理
等
】

○
契
約
期
間　

２
月　

日
〜
４
月

１８

　

日
、
ま
た
は
２
月　

日
〜
４
月

１７

２６

　

日
２５○

募
集
人
員　
　

人
１５◇

○
勤
務
時
間　

①
③
は
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時
、
②
は
午
前
９

３０時
〜
午
後
３
時
、
①
〜
③
と
も
時

間
外
あ
り

○
勤
務
場
所　

①
②
は
市
役
所
本

庁
舎
、
③
は
市
役
所
本
庁
舎
ほ
か

○
選
考　

書
類
審
査
の
う
え
面
接

○
申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た
履

歴
書
に
希
望
の
仕
事
内
容
と
契
約

期
間
を
記
入
し
直
接
、
市
民
税
課

（
市
役
所
本
庁
舎
６
階
、
11
７
２

４
・
２
１
１
５
）
へ
。

事
務
職
（
臨
時
職
員
）

【
①
都
営
住
宅
（
地
元
割
当
・
家

族
向
け
の
み
）
②
都
民
住
宅
（
東

京
都
施
行
型
・
家
族
向
け
の
み
）】

○
資
格　

①
都
営
住
宅
は
、
町
田

市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
所

得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す

都
営
住
宅
・
都
民
住
宅

入

居

者

の

募

集

る
こ
と
等
の
申
込
資
格
が
必
要
で

す
。
②
都
民
住
宅
は
、
主
と
し
て

中
堅
所
得
者
の
家
族
を
対
象
と
す

る
住
宅
で
、
所
得
基
準
が
都
営
住

宅
と
異
な
り
ま
す
。
自
ら
居
住
す

る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
、
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基

準
に
該
当
す
る
こ
と
等
の
申
込
資

格
が
必
要
で
す
。

※
募
集
ご
と
に
入
居
資
格
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
募
集
案
内

で
ご
確
認
下
さ
い
。

○
募
集
案
内
の
配
付
期
間　
　

月
１２

３
日
（
月
）
〜　

日
（
水
）

１２

○
配
付
場
所　

住
宅
課
（
市
役
所

中
町
第
三
庁
舎
１
階
）
、
市
役
所

本
庁
舎
市
民
相
談
室
前
、
市
政
情

報
「
や
ま
び
こ
」
（
市
役
所
中
町

分
庁
舎
１
階
）
、
南
・
な
る
せ
駅

前
・
鶴
川
・
忠
生
・
小
山
・
堺
の

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前

連
絡
所
、
木
曽
山
崎
・
玉
川
学
園

文
化
の
各
セ
ン
タ
ー

※
市
民
課
駅
前
連
絡
所
は
８
日

（
土
）
・
９
日
（
日
）
も
開
所
時

間
中
は
配
付
を
行
い
ま
す
。

※
な
お
、
都
民
住
宅
募
集
の
申
込

書
等
は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

to

‐k
o
u
sy
a
.o
r.jp
/

）
か
ら
募

集
期
間
中
に
限
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に

１２

１７

郵
送
で
、
①
は
町
田
市
住
宅
課

に
、
②
は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
に
届
い
た
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
受

付
住
宅
は
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
。

□問
 

建
設
部
住
宅
課
11
７
０
９
・
０

５
７
９
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
募
集
セ
ン
タ
ー

11　

・
３
４
９
８
・
８
８
９
４

０３
※
例
年　

月
に
実
施
し
て
い
ま
し

１２

た
市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者
募
集

○
契
約
期
間　

１
月　

日
〜
３
月

１０

　

日
１９○

募
集
人
員　

１
人

○
勤
務
場
所　

鶴
川
第
二
小
学
校

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

１５

午
後
４
時　

分
３０

○
選
考　

書
類
審
査
の
う
え
面
接

※
集
団
給
食
作
業
経
験
、
調
理
師

免
許
等
の
あ
る
方
歓
迎
。

○
申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た
履

歴
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
教
育

総
務
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森

１９４

野
１

－　

－　

、
11
７
２
４
・
２

３３

１０

１
７
３
）
へ
。

給
食
調
理
員（
臨
時
職
員
）

　

市
立
小
・
中
学
校
で
、
障
が
い

児
へ
の
介
助
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
資
格　

障
が
い
児
に
理
解
の
あ

る
方
（
教
員
免
許
の
有
無
は
不

問
）

○
勤
務
期
間　

４
月
１
日
〜
２
０

０
９
年
３
月　

日
（
休
業
中
は
除

３１

く
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
４
時
（
週　

時
間
以
内
）

３０

○
申
し
込
み　

履
歴
書
を
１
月　
１１

日
ま
で
（
必
着
）
に
直
接
ま
た
は

郵
送
で
指
導
課
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１

－　

－　

、
11
７
２

３３

１０

４
・
２
１
８
０
）
へ
。
書
類
審
査

の
う
え
、
２
月
上
旬
に
面
接
を
行

い
ま
す
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

障
が
い
児
介
助
員

　

町
田
市
特
産
の
褝
寺
丸
柿
で
造

っ
た
柿
ワ
イ
ン
「
褝
寺
丸
」
が
今

年
も
市
内
の
酒
屋
さ
ん
で　

月
１

１２

日
か
ら
一
斉
に
販
売
さ
れ
ま
す
。

甘
み
も
す
っ
き
り
と
、
香
り
豊
か

な
ワ
イ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
昨
年
の　

月
か
ら
新

１０

庁
舎
の
基
本
設
計
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

市
民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
議
会
、
行
政
で
の
検
討
を

経
て
、
基
本
設
計
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
、
設
計
者
槇
文
彦
氏
参
加

の
も
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
説
明
会
】

　

説
明
会
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、　

月　

日
（
金
）
午
後
５

１２

２１

時
ま
で
に
、
企
画
調
整
課
（
新
庁

舎
担
当
11
７
０
９
・
０
５
９
３
、

6
７
０
９
・
０
６
１
３
、
Ｅ
メ
ー

ルm
city
090@

city
.m
ach
id
a.

to
k
y
o
.jp

）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
後

１２

２３

２
時
〜
４
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７

階
ホ
ー
ル

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

　

今
回
受
付
開
始
と
な
る
利
用
日

は
、
６
月
１
日
〜　

日
で
す
。

３０

※
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

　

な
お
、
５
月
分
ま
で
の
ご
予
約

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数

の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前
８

１２

時　

分
〜
午
後
１
時
に
、
大
地
沢

３０
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・

３
８
０
０
）
へ
お
電
話
い
た
だ
い

た
方
を
同
着
と
み
な
し
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
電
話
連
絡

し
ま
す
。
午
後
１
時
以
降
は
電
話

先
着
順
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
が
実
施
し
て
き
た

基
本
健
康
診
査
は
２
０
０
８
年
４

月
か
ら
「
特
定
健
康
診
査
」
に
代

わ
り
ま
す
。
「
特
定
健
康
診
査
」

は
新
し
く
国
民
健
康
保
険
、
社
会

保
険
な
ど
皆
さ
ん
が
お
使
い
の
医

療
保
険
の
保
険
者
が
実
施
す
る
制

度
で
す
。
詳
細
は
後
日
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

来
年
４
月
に
（
仮
称
）
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
小
山
ヶ
丘
が
開
設

し
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
市
内
で

初
め
て
の
新
型
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
全
室
個
室
に
な
り
ま

す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定

員
は　

人
で
、
他
に
シ
ョ
ー
ト
ス

４０

テ
イ　

人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
地

２０

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
が

整
備
さ
れ
ま
す
。

【　

月
３
日
か
ら
入
所
申
し
込
み

１２
用
紙
を
配
布
】

○
配
布
場
所　

（
福
）
竹
清
会

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
郷
）、

高
齢
者
福
祉
課
（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
･
健
康
福
祉
会
館
分
館
）

○
申
し
込
み
期
間　
　

月
３
日
〜

１２

　

日
（
消
印
有
効
）
に
お
申
し
込

２８み
下
さ
い
。

※
入
所
者
の
決
定
方
法
は
、
申
し

込
み
順
で
は
な
く
入
所
の
必
要
性

を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま

す
。

※
募
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
（
福
）
竹
清
会
（
仮
称
）
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
山
ヶ
丘
開

設
準
備
室
（
11
７
９
８
・
７
２
５

５
）
へ
。

　

新
庁
舎
の
基
本
設
計
の
内
容

は
、　

月　

日
発
行
予
定
の
本
紙

１２

２１

新
庁
舎
建
設
特
集
号
で
も
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
等

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
市

政
情
報
」
↓
「
新
庁
舎
計
画
」
）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年

２
０
０
８
年

４
月
か
ら
の

 

４
月
か
ら
の
健
診
の

健
診
の

実
施
に
つ
い
て

実
施
に
つ
い
て

第
３
回
町
田
市
廃
棄
物
最
終
処
分
場

閉
鎖
等
検
討
委
員
会

作

業

部

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」

（
11
７
２
４
・
８
４
０
７
）
へ
。

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１２

１０

３
時
〜
５
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特

別
会
議
室
（
大
）

町
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

運

営

審

議

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
清
掃
総
務
課
（
11
７
９
７
・

７
１
１
２
）
へ
。

○
日
時　
　

月
６
日
（
木
）
午
後

１２

７
時
〜
９
時

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

大地沢青少年センター�
6月分の利用受付�

７８２・３８００�

◎予約は全て電話受付です。�

1

12月1日から受付開始�

は
、
現
在
入
居
可
能
な
住
宅
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
今
月
は
実
施
し
ま

せ
ん
。
次
回
は
空
き
家
の
発
生
状

況
に
よ
り
３
月
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

柿柿
ワワ
イイ
ンン

「「
褝褝
寺寺
丸丸
」」

新新
酒酒
発発
売売

町
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

町
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

説
明
会
の
お
知
ら
せ

説
明
会
の
お
知
ら
せ

□問
 

企
画
調
整
課
新
庁
舎
担
当
11
７
０
９
・
０
５
９
３

尾根緑道�

町田街道�
馬場�

特別養護�
老人ホーム美郷�

（仮称）特別養護�
　老人ホーム小山ヶ丘�

至八王子�

１２月６日（木）＝鶴川市民センター

１２月１１日（火）＝なるせ駅前市民
センター

１２月１３日（木）＝南市民センター

１２月１８日（火）＝堺市民センター

１２月２０日（木）＝忠生市民センター

　教育センターでは、毎月出張教育相
談を行っています。
　不登校、非行、勉強や進路の悩み、
親と子の関係などでお困りの方は、お
気軽にご相談下さい。専門の相談員が
お答えします。
　相談は無料で、秘密は厳守します。
○時間　午前１０時～正午
※相談希望の方は、事前に電話をして
下さい。

□問 教育センター11７９２・６５４６

出張教育相談

　

今
年
度
の
価
格
は
、
１
本
７
２

０　

１
３
６
０
円
（
税
込
）
で

ml
す
。

□問
 

町
田
酒
販
組
合
11
７
２
２
・
１

１
５
０
、
町
田
市
農
業
振
興
課
11

７
２
４
・
２
１
６
６

（（
仮
称
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

仮
称
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

小
山
ヶ
丘
･
入
所
者
募
集

小
山
ヶ
丘
･
入
所
者
募
集

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
･
４
０
４
８

セ
ン
タ
ー
３
階
調
理
室
（
下
小
山

田
町
）

○
定
員　

９
人
（
申
し
込
み
順
）



２００７．　．　 （　）１２ １ ７

町
田
市
日
曜
朝
市

11
７
２
４
・
２
１
６
６

○
会
場　

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
校
庭

お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

【
講
演
会
･
フ
ォ
ト
五
七
五
入

門
】

　

「
写
真
俳
句
」
の
基
本
を
お
話

し
ま
す
。

○
日
時　

１
月　

日
（
火
）
午
後

１５

２
時
〜
４
時

○
会
場　

同
館
企
画
市
民
展
示
室

○
講
師　

フ
ォ
ト
エ
デ
ィ
タ
ー
･

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

秋
山
庄
太
郎
美
術
館

板
見
浩
史
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往

信
面
に
催
し
名
･
住
所
･
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
･
電
話
番
号
･
年

齢
･
性
別
を
明
記
し
、　

月　

日

１２

２５

ま
で
（
必
着
）
に
、
町
田
市
フ
ォ

ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太
郎
美
術

館
」
講
演
会
係
（
〒　

－

０
０
６

１９５

３
、
野
津
田
町
３
２
７
２
、
薬
師

池
公
園
内
、
11
７
３
６
･
８
２
８

１
）
へ
。

【
秋
山
庄
太
郎
展
「
和
ご
こ
ろ
」

Ⅱ
〜
写
真
芸
術
歳
時
記
〜
】
会
期

変
更
の
お
知
ら
せ

　

会
場
展
示
室
が
雨
漏
り
の
た

め
、
予
定
の
会
期
（　

月
５
日
〜

１２

１
月　

日
）
を
変
更
し
ま
す
。
会

２０

期
は
、
工
事
の
目
処
が
つ
き
次

第
、
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町

田

リ

ス

園

【
親
子
で
木
の
実
の
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
！
】

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前

１２

１０

　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

○
場
所　

同
園
園
内

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

入
園
料

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
リ
ス

園
（
11
７
３
４
・
１
０
０
１
）

へ
。

　

犬
・
猫
の
飼
育
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
併
設
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前　

１２

１６

１０

時
〜
正
午（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

【
犬
・
猫
の
飼
育
を
希
望
し
て
い

る
方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。

ま
た
、
実
際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど

う
か
は
、
会
場
で
面
接
の
う
え
、

動
物
と
の
適
性
も
含
め
な
が
ら
主

催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

し
た
い
方
】

　

犬
・
猫
の
写
真
を
お
持
ち
に
な

り
、
環
境
保
全
課
ま
で
申
し
込
ん

あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

犬
・
猫
た
ち
に

映
画
と
講
演
の
夕
べ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

【
①
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
親
子
と

　

歳
未
満
の
方
（
小
学
生
だ
け
の

１８参
加
も
で
き
ま
す
）

○
期
日　
　

月
８
日
（
土
）
＝
制

１２

作
、　

月　

日
（
土
）
＝ 
釉  
薬 
か

ゆ
う 
や
く

１２

２２

け○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

町
田
市
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

管

理

セ

ミ

ナ

ー

【
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル

対
処
法
〜
規
約
違
反
に
対
し
て
管

理
組
合
は
何
を
す
べ
き
か
〜
】

　

町
田
消
防
署
よ
り
住
宅
用
の
火

災
警
報
器
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ

り
ま
す
。

○
対
象　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
員
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
関

係
者
等

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１２

１６

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

４０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
講
習
室

○
講
師　

（
財
）
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員
・
廣
田

信
子
氏

○
定
員　

１
５
０
人

○
申
し
込
み　

電
話
で
住
宅
課

（
11
７
０
９
・
０
５
７
９
）
へ
。

　

町
田
市
消
防
団
は
、
２
０
０
８

年
２
月
１
日
に
創
設　

周
年
を
迎

５０

え
る
に
あ
た
り
、
町
田
市
消
防
団

員
が
心
新
た
に
一
致
団
結
す
る
象

徴
と
し
て
、
町
田
市
の
鳥
で
あ
る

カ
ワ
セ
ミ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
二
つ
の
デ
ザ
イ
ン
に

共
通
し
た
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

○
選
考
及
び
発
表　

町
田
市
消
防

団
選
考
委
員
会
に
よ
り
審
査
を
行

い
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

町
田
市
消
防
団
創
設　

周
年
記
念

５０

出
初
式
で
発
表
し
ま
す
。

○
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
上
部
に
愛

称
を
、
下
部
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て　

月
１２

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
防
災
課

２１（
町
田
市
消
防
団
事
務
局
、
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－２０

　

、
11
７
２
４
・
２
１
０
７
）

２３へ
。

※
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
１
回
の
応
募
に

は
、
愛
称
１

点
の
み
と
し

ま
す
。

○
注
意
事
項

　

①
応
募
作

品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
②
応
募
に
要
す
る
一
切

の
費
用
は
応
募
者
の
負
担
と
し
ま

す
。
③
採
用
と
な
っ
た
愛
称
と
同

名
の
愛
称
に
複
数
の
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
採
用
者

を
選
出
し
ま
す
。
④
未
発
表
の
も

の
、
他
の
著
作
権
を
侵
害
し
な
い

愛
称
と
し
ま
す
。
⑤
採
用
作
品
が

他
の
著
作
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
、
審
査
結
果
発
表

後
で
あ
っ
て
も
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
⑥
採
用
作
品
に
か
か

る
著
作
権
・
使
用
権
は
す
べ
て
町

田
市
消
防
団
に
帰
属
し
ま
す
。

○
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

　

以
下
の
目
的
以
外
に
個
人
情
報

の
使
用
及
び
公
表
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
採
用
の
連
絡
の
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
。

・
採
用
作
品
を
発
表
す
る
際
に
、

氏
名
、
住
所
（
都
道
府
県
名
・
市

町
村
名
の
み
）
を
公
表
す
る
こ

と
。

町
田
市
消
防
団

町
田
市
消
防
団

ママ
スス
ココ
ッッ
トト
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
のの

愛愛
称称
をを
募募
集集
しし
まま
すす
！！

【新設した町区域】
　「木曽東一～四丁目」
　「木曽西一、四、五丁目」
【変更した町区域】
　「木曽町」の一部が、
「森野四丁目」「森野六丁
目」に変わりました。
※「森野六丁目」は住居表
示ではありません。
※郵便番号は、
　木曽東（〒１９４－００３６）
　木曽西（〒１９４－００３７）
　森野（〒１９４－００２２）
　です。

木曽山崎グラウンド木曽山崎グラウンド�木曽山崎グラウンド�

忠生公園�

忠生高校南�忠生高校南�

国
民
健
康
保
険
税
納
税
額
通
知
を

お
送
り
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
確
定
申

告
や
年
末
調
整
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
市
で
は

１
月
下
旬
に
、
平
成　

年
中
に
支

１９

払
い
を
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
納
税
義
務
者
に
な
ら

れ
て
い
る
方
あ
て
に
納
税
額
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
、
国
民
健

康
保
険
税
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
証
明

書
類
な
ど
の
添
付
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
申
告
書
類
作
成
の
資
料

と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
･
２
１

　

森
の
若
返
り
を
実
験
し
て
い
る

林
で
作
業
と
森
林
浴
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
親
子
で
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

　

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ

い
。

○
日
時　
　

月
９
日
（
日
）
、
１

１２

月
６
日
（
日
）
、
午
前　

時
〜
午

１０

後
２
時
（
雨
天
中
止
）

野
津
田
公
園

更
新
実
験
林
の
手
入
れ

○
内
容　

下
草
刈
、
も
や
わ
け
、

木
工
作
、
し
の
竹
工
作
な
ど

○
集
合
場
所　

上
の
原
広
場
管
理

棟
前

○
持
ち
物　

お
弁
当
、
軍
手
、
カ

マ
等

□問
 

野
津
田
・
雑
木
林
の
会
11
７
３

６
・
７
３
０
６
、
野
津
田
公
園
11

７
３
６
・
３
１
３
１

　

映
画
は
「
ゼ
ロ
か
ら
の
風
」
。

飲
酒
運
転
の
車
に
一
人
息
子
の
命

を
奪
わ
れ
た
母
親
の
７
年
間
の
闘

い
を
描
い
た
感
動
物
語
で
す
。
講

演
会
（
無
料
）
は
和
泉
実
早
実
野

球
部
監
督
が
講
師
で
す
。

○
日
時　
　

月
９
日
（
日
）
午
後

１２

６
時
か
ら
（
午
後
５
時　

分
開

３０

場
）

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

○
定
員　

８
５
０
人

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
･
４
３
０

０
）
へ
。

□問
 

町
田
稲
門
会
事
務
局
11
７
３
９

･
９
７
４
９
、
町
田
市
交
通
安
全

課
11
７
２
４
･
１
１
３
６

２
５

で
下
さ
い
。
申
込
窓
口
は
毎
週
火

曜
日
午
後
２
時
〜
３
時
に
設
置
し

ま
す
。
健
康
診
断
受
診
等
の
義
務

が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
の
余
裕

を
も
っ
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７

１
１

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

【
②
料
理
企
画　

ピ
ザ
と
ケ
ー
キ

で
ク
リ
ス
マ
ス
�
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１６

　

時
〜
午
後
１
時

１１○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

◇

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前　

１２

１０

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
（
11
７
８
８

・
４
１
８
１
）
へ
。

※
申
込
者
は
、
本
人
ま
た
は
保
護

者
に
限
り
ま
す
。

１２月１日に、１２月１日に、木曽地区で木曽地区で住居表示住居表示を実施しましたを実施しました
□問 都市計画課11７０９・０５６１

N

２００７．　．　（　） １２ １６

町
田
市
日
曜
朝
市

□問
 

農
業
振
興
課

11
７
２
４
・
２
１
６
６

○
日
時　
　

月
２
日
、　

日（
日
）午
前
８
時
〜
９
時
（　

・
１
・
２
月
は
冬
時
間
で
す
）

１２

２３

１２

お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
会
議
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月
１２

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
行
政
管
理

１０課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
０

２０

２３

８
）
へ
。

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後

１２

１８

第
６
回
町
田
市
外
郭
団
体

監

理

委

員

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
電
話
で
都
市
計
画
課
（
11
７

０
９
・
０
６
４
２
）
へ
。

　

「
ま
ち
歩
き
の
整
理
、
提
案
に

第
３
回

景
観
市
民
調
査
会

○
応
募
で
き
な
い
も
の　

①
人
権

侵
害
、
名
誉
毀
損
、
各
種
差
別
的

な
も
の
②
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す

る
も
の
③
他
を
誹
謗
・
中
傷
ま
た

は
排
斥
す
る
も
の
④
市
の
広
告
事

業
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
き
た

す
も
の
⑤
公
の
選
挙
ま
た
は
投
票

の
事
前
運
動
に
該
当
す
る
も
の
⑥

宗
教
団
体
に
よ
る
布
教
推
進
を
主

目
的
と
す
る
も
の
⑦
社
会
的
に
不

適
正
な
も
の
、
等
で
す
。

※
応
募
説
明
書
等
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
防
災
課
（
11
７

２
４
・
２
１
０
７
）
へ
。

　

市
で
は
、
転
入
者
や
希
望
者
に

配
布
し
て
い
る
「
ぼ
う
さ
い
マ
ッ

プ
」
に
、
市
民
生
活
に
関
連
の
深

い
内
容
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
近
隣

市
に
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
主

○
募
集
期
間　
　

月
３
日
（
月
）

１２

〜　

日
（
月
）

１７
○
広
告
掲
載
料　

４
万
円
（
タ
テ

　

㎜
×
ヨ
コ　

㎜
）

４０

９０

○
発
行
部
数
（
今
年
度
）　

２
万

７
０
０
０
部

ぼぼ
うう
ささ
いい
ママ
ッッ
ププ

掲
載
広
告
募
集

掲
載
広
告
募
集

　

《
２
０
０
８
年
の
干
支
の
置

物
》

【
『
ね
ず
み
』
を
販
売
】

　

価
格
（
大
）
２
０
０
０
円
、

（
小
）
５
０
０
円

【
『
キ
ャ
ン
ド
ル
』
販
売
】

　

好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル

の
販
売
で
す
。
種
類

も
豊
富
で
す
。
価
格

＝
ラ
ン
タ
ン
型
８
０

０
円
、
押
花
型
３
５

０
円
、
フ
ロ
ー
ト
型

２
０
０
円
な
ど
。

○
販
売
場
所　

名
産
品
の
店
『
ま

ち
だ
駅
前
店
』
、
町
田
市
役
所
本

庁
舎
地
下
売
店
、
町
田
市
美
術
工

芸
館

□問
 

町
田
市
美
術
工
芸
館
11
７
９
３

･
２
２
２
７

町
田
市
美
術
工
芸
館

町
田
市
美
術
工
芸
館

「「
干干
支支
のの
置置
物物
」」「「
キキ
ャャ
ンン
ドド
ルル
」」
販販
売売
しし
てて
いい
まま
すす

向
け
た
検
討
」
と
し
て
、
各
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

１５

１
時　

分
か
ら

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講

習
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

※
会
場
の
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

協
力
雇
用
主
に
つ
い
て

　

「
協
力
雇
用
主
」
と
は
、
過
去

に
罪
を
犯
し
た
り
、
非
行
を
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
「
前
歴
」
を

承
知
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
人

を
、
他
の
人
と
差
別
す
る
こ
と
な

く
雇
用
し
、
そ
の
立
ち
直
り
に
協

力
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
っ

た
事
業
主
の
こ
と
で
す
。

　

罪
を
犯
し
た
り
、
非
行
を
し
て

　

新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
方
は
、
選
挙
人
名
簿
を
ご
覧

（
縦
覧
）
い
た
だ
け
ま
す
。

　

新
た
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、
昭

和　

年　

月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ

６２

１２

た
方
で
、
平
成　

年
９
月
１
日
ま

１９

で
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き
平

成　

年　

月
１
日
ま
で
市
の
住
民

１９

１２

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。

○
縦
覧
期
間　
　

月
３
日
（
月
）

１２

〜
７
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
２

階
）

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
11
７

２
４
･
２
１
６
８

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

○
利
用
可
能
に
な
る
地
域　

常
盤

町
、
野
津
田
町
、
つ
く
し
野
３
丁

目
、
つ
く
し
野
４
丁
目
の
一
部
地

域○
供
用
開
始
時
期　
　

月　

日

１２

１３

（
木
）
か
ら

※
利
用
可
能
に
な
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
個
別

訪
問
（
ま
た
は
郵
送
）
を
し
て
切

公
共
下
水
道

利
用
で
き
ま
す

　
　

月
９
日
（
日
）
は
、
下

１２
水
道
工
事
の
た
め
臨
時
休
館

日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
工

事
期
間
中
は
駐
車
場
の
使
用

が
で
き
ま
せ
ん
。

○
工
事
期
間　

１
月　

日
ま

３１

で□問
 

ふ
れ
あ
い
桜
館
（
小
山

田
）
11
７
９
７
･
２
９
７
１

臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

ふ
れ
あ
い
桜
館
（
小
山
田
）

り
替
え
工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

指
定
工
事
店
名
簿
を
配
布
い
た
し

ま
す
。

【
図
面
の
縦
覧
に
つ
い
て
】

○
縦
覧
期
間　
　

月
４
日
（
火
）

１２

〜　

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜

１２

３０

【
継
続
し
て
入
会
希
望
の
方
】

　

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
す

べ
て
の
必
要
書
類
を
添
え
て
１
月

　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
郵
送

２２し
て
下
さ
い
。

※
入
会
要
件
に
よ
り
ご
用
意
い
た

だ
く
書
類
が
違
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
申
請
書
配
布
場
所　

入
会
案
内

・
申
請
書
は
、
各
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
及
び
、
児
童
青
少
年
課
（
市
役

所
森
野
分
庁
舎
１
階
）
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

【
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
入
会
を

希
望
す
る
場
合
】

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、
健
常
児

と
の
統
合
保
育
で
す
。
集
団
保
育

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
と
は
、
保
護

者
が
就
労
等
に
よ
り
、
昼
間
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
あ
ず
か
り
、
適

切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
提
供

し
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
施

設
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
１
〜

３
年
生
（
障
が
い
児
は
６
年
生
ま

で
）

○
保
育
時
間　

下
校
時
〜
午
後
６

時
（
土
曜
日
及
び
学
校
休
業
日
は

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時
）

３０

○
休
所
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始

○
費
用
（
育
成
料
）　

１
人
１
か

２
０
０
８
年
度�

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内�

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内�

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内�

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案
内�

児
童
青
少
年
課
　
７
２
４
・
２
１
８
２�

□問�

11

月
６
０
０
０
円
（
別
途
お
や
つ
代

が
必
要
で
す
）

※
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
入
会
案

内
で
ご
確
認
下
さ
い
。
な
お
、
減

免
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

○
受
付
期
間　

１
月　

日
・　

日

１９

２０

＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
、

３０

　

日
・　

日
＝
午
前
９
時
〜
午
後

２１

２２

７
時

○
受
付
方
法

【
新
規
に
入
会
を
希
望
の
方
】

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
直
接
市
役
所
森
野
分
庁
舎
受

付
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

が
可
能
な
児
童
で
あ
れ
ば
入
会
が

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
に
は
看
護
師
や
障
が
い
に

つ
い
て
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
職

員
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
育

中
に
医
療
行
為
（
投
薬
を
含
む
）

を
必
要
と
す
る
場
合
や
集
団
保
育

に
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
入
会
を
お
断
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
児
童
の
様
子
を
保

育
園
等
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請

は
毎
年
度
必
要
で
す
。
申
請
が
な

い
場
合
は
４
月
以
降
入
会
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
育
成
料
に
未
納
が

あ
る
場
合
も
入
会
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
納
付
し
て
下
さ
い
。

２００８年度　学童保育クラブ一覧表

備　考電　話所在地０７年９月
人数施　設　名学校名

小 学 校 校 庭７２５・５２３１中町１－２０－３０１４３中央学童保育クラブ町田第一小学校
プール更衣室二階７２４・７７８４原町田４－２６－４０５３学童２１保育クラブ町田第二小学校
小学校校舎内７２２・３２６７本町田１２１２４１竹ん子学童保育クラブ町田第三小学校
小 学 校 校 庭７２６・２４４８森野２－２１－２８７５森野学童保育クラブ町田第四小学校
ころころ児童館７１０・１４７５玉川学園３－３５－４５６５ころころ学童保育クラブ町田第五小学校
小 学 校 校 庭７２６・２４４９南大谷１２６０５１高ヶ坂学童保育クラブ町田第六小学校
南大谷子どもクラブ７３９・６７９１南大谷２６４３２南大谷学童保育クラブ南大谷小学校
小学校校舎内７２７・８５６６金井町３０４０－１５５５藤の台ポケット組学童保育クラブ藤の台小学校
小学校体育館脇７２６・２４４７本町田３３５０５８藤の台学童保育クラブ本町田東小学校
小 学 校 校 庭７２２・０８１５本町田２０３２９５本町田学童保育クラブ本町田小学校
第１０都営金森１号棟７９５・４７０５金森１１８９－１４５金森第二学童保育クラブ南第一小学校
小学校校舎裏７２７・８３８４成瀬４７９７７０そよかぜ学童保育クラブ南第二小学校
第６都営金森２号棟７２６・０２９０金森７７７５３金森学童保育クラブ南第三小学校
小学校隣接地７９９・０９８９金森１１００－１９０どろん子学童保育クラブ南第四小学校

２００８年度中建設予定つくし野小学校
小学校体育館７９５・５８７５小川３－１０－１７６わんぱく学童保育クラブ小 川 小 学 校
小学校体育館７２２・０６３３成瀬台２－５－２６２すまいる学童保育クラブ成瀬台小学校
小 学 校 校 庭７０６・４６４３鶴間１０８３３６鶴間ひまわり学童保育クラブ鶴 間 小 学 校

２００８年度中建設予定高ヶ坂小学校
成瀬センター７２６・７９６６成瀬２１４９－１３２成瀬学童保育クラブ成瀬中央小学校
小 学 校 校 庭７２６・１７５８南成瀬３－６９０なんなる学童保育クラブ南成瀬小学校
南つくし野保育園隣７９５・００５１南つくし野２－１７－２４２南つくし野学童保育クラブ南つくし野小学校
小 学 校 校 庭７３５・４５６８野津田町１２９０５５野津田学童保育クラブ鶴川第一小学校
小学校校舎裏７３７・００８０能ケ谷町１５２１－１７４５５鶴川第二学童保育クラブ鶴川第二小学校
小 学 校 校 庭７３４・０４２９鶴川６－５４６鶴川学童保育クラブ鶴川第三小学校
小学校プール脇７３４・３８４５鶴川３－２２８１鶴川第四学童保育クラブ鶴川第四小学校

金井町２６１２ー１８３金井学童保育クラブ金 井 小 学 校
小学校校舎裏７３４・３２７７大蔵町２８６１００大蔵学童保育クラブ大 蔵 小 学 校
三輪あいこう保育園０４４・９８７・９８７１三輪町８２－７４５三輪子どもの学園学童保育クラブ三 輪 小 学 校
子どもセンターつるっこ７０８・０２３６大蔵町１９１３３９つるっこ学童保育クラブ
小学校校舎内・隣接地７９１・２４１５忠生３－１２－１１１３６なかよし学童保育クラブ忠生第一小学校
小学校隣接地７９７・０９２０上小山田町６１０４０小山田学童保育クラブ小山田小学校
都営木曽森野Ｂ－２号棟７３９・０９９５木曽町１４９－１４７木曽学童保育クラブ忠生第三小学校
自 然 幼 稚 園７９１・４８８７忠生２－７－５５７自然学童保育クラブ山 崎 小 学 校
小山田桜台団地内７９７・６７３０小山田桜台１－３７０子どもの森桜台学童保育クラブ小山田南小学校
小学校プール脇７９３・２２７０木曽町１８１５－６７２木曽境川学童保育クラブ木曽境川小学校
小 学 校 校 庭７９１・１６０６山崎町１３１４－８１１４七国山学童保育クラブ七国山小学校
小学校プール脇７９７・７８７５小山町９４４９０小山学童保育クラブ小 山 小 学 校
小学校校門脇７７０・６５２２小山ヶ丘５－３７１４２小山ヶ丘学童保育クラブ小山ヶ丘小学校
小学校校舎内７７４・４８２６相原町１６７３７６相原たけの子学童保育クラブ相 原 小 学 校

７８３・１９３９相原町３２３６１７大戸のびっ子クラブ大 戸 小 学 校

午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課

（
成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
の
期
間
に
つ
い

て
】

３
時
〜
５
時

○
会
場　

市
役
所
中
町
第
三
庁
舎

３
階
第
３
会
議
室

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１０

○
く
み
取
り
便
所　

３
年
以
内

○
浄
化
槽　

遅
滞
な
く
（
１
年
以

内
）

※
切
り
替
え
工
事
は
必
ず
町
田
市

指
定
工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
貸
付
金
制
度
に
つ
い
て
】

　

切
り
替
え
工
事
に
対
す
る
費
用

の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・

１
８
３
３

保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
達
な

ど
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
「
更

生
保
護
」
の
業
務
を
所
掌
し
て
い

る
保
護
観
察
所
で
は
、
今
、
「
協

力
雇
用
主
」
の
拡
充
を
進
め
て
い

ま
す
。
「
協
力
雇
用
主
と
し
て
協

力
し
て
み
よ
う
。
」
と
思
わ
れ
た

方
は
、
詳
細
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保

護
観
察
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（
更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

w
w
w
.k
o
u
se
ih
o
g
o－
n
e
t.jp

（
法
務
省
）

w
w
w
.m
o
j.g
o
.jp
/
H
O
G
O
/

□問
 

東
京
都
保
護
観
察
所
八
王
子
支

部
研
修
企
画
担
当
11
０
４
２
・
６

４
２
・
２
２
３
７
、
町
田
市
福
祉

総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７



２００７．　．　（　） １２ １８ お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

【
町
田
市
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ

ブ
】

　

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
お
話
や
工
作

等
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

○
対
象　

保
護
者
同
伴
の
乳
幼
児

学
童
ク
ラ
ブ
子
育
て
支
援
事
業

親

子

あ

そ

び

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１２

１１

　

時
〜　

時　

分
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

１０

１１

３０

は　

時
か
ら
で
す
。
午
後
０
時　

１１

４５

分
ま
で
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
し

て
、
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
）

○
会
場　

鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

（
鶴
川
第
三
小
学
校
敷
地
内
、
11

７
３
４
・
０
４
２
９
）
、
本
町
田

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
本
町
田
小
学

校
敷
地
内
、
11
７
２
２
・
０
８
１

５
）
、
森
野
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　

今
年
度
上
半
期
の
消
費
生
活
相

談
件
数
は
１
８
５
４
件
で
し
た
。

　

昨
年
度
に
比
較
し
て
サ
ラ
金
相

談
が
や
や
減
り
不
当
請
求
が
１
位

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
る

と
全
体
の
相
談
は
増
加
し
て
き
ま

し
た
が
引
き
続
き
複
雑
な
内
容
で

あ
っ
せ
ん
に
時
間
が
か
か
る
も
の

が
増
え
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
な

ど
を
見
て
い
る
と
き
に
、
突
然

「
登
録
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
高
額
な
料

金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談
は

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
相

談
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

催
眠
商
法

　

１
０
０
円
で
食
パ
ン
や
米
、
卵

を
販
売
す
る
と
い
う
チ
ラ
シ
が
入

っ
て
い
た
の
で
特
設
会
場
に
行
っ

た
ら
健
康
に
関
す
る
話
を
聞
か
さ

れ
健
康
食
品
を
買
っ
た
。
会
員
に

な
っ
た
ら
案
内
状
が
届
く
よ
う
に

な
り
、
楽
し
か
っ
た
の
で
そ
の
都

度
出
向
き
、
気
が
つ
い
た
ら
大
量

の
健
康
食
品
や
健
康
器
具
を
購
入

２
０
０
７
年
度
上
半
期

　

消
費
生
活
相
談
の
概
要

し
て
い
た
。
家
の
中
に
は
健
康
食

品
が
あ
ふ
れ
、
人
に
も
あ
げ
た
が

必
要
が
無
い
の
で
解
約
し
た
い
、

と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
も
し
ろ
い
ト
ー
ク
に
つ
ら
れ

毎
日
通
っ
て
い
る
う
ち
に
高
齢
者

は
健
康
不
安
に
つ
け
込
ま
れ
、
次

々
に
健
康
食
品
や
器
具
を
買
わ
さ

れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
効
果
・
効
能

を 
謳 
う
こ
と
は
薬
事
法
に
触
れ
る

う
た

行
為
で
あ
り
、
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
冷
静
に
判
断
し
て
下
さ
い
。
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
で
あ
れ
ば

無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。

　
　

利
殖
商
法

　

世
間
を
騒
が
せ
た
平
成
電
電
や

エ
ル
・
ア
ン
ド
・
ジ
ー
な
ど
の
投

資
話
や
ロ
コ
ロ
ン
ド
ン
の
金
証
拠

金
取
引
、
未
公
開
株
、
先
物
取
引

な
ど
利
殖
商
法
の
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
老
後
の
資
金
や
退
職
金

な
ど
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
被
害
額
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。
中
に
は
詐
欺
ま
が
い
の
も

の
も
あ
り
、
団
塊
の
世
代
が
手
に

し
た
退
職
金
を
狙
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と 
危  
惧 
さ
れ
ま
す
。
低

き 

ぐ

金
利
の
時
代
に
簡
単
に 
儲 
か
る
話

も
う

な
ど
は
決
し
て
無
い
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
下
さ
い
。
見
ず
知
ら
ず
の

人
に
簡
単
に
お
金
を
渡
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

不
当
請
求
・
架
空
請
求

　

昨
年
よ
り
は
減
少
し
た
と
い
っ

て
も
相
変
わ
ら
ず
相
談
の
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。
「
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
に
身
に
覚
え
の
無
い
情
報

料
の
未
納
料
金
の
請
求
が
来
ま
し

た
」
と
言
う
相
談
が
目
立
ち
ま

す
。
請
求
金
額
が
書
か
れ
て
お
ら

ず
、
不
安
に
な
っ
た
消
費
者
が
連

絡
す
る
の
を
待
っ
て
い
て
電
話
し

て
き
た
人
か
ら
半
ば
強
引
に
料
金

を
払
わ
せ
ま
す
。
弁
護
士
事
務
所

を 
騙 
る
も
の
や
訴
訟
に
な
る
と
脅

か
た

し
た
り
、
高
額
な
延
滞
金
で
不
安

に
さ
せ
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

身
に
覚
え
が
無
け
れ
ば
連
絡
を

し
な
い
で
下
さ
い
。
連
絡
を
す
る

と
個
人
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
の

不
当
請
求
は
確
認
画
面
が
無
い
場

合
に
は
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
架
空
請
求
で
あ
っ
て

も
、
裁
判
所
か
ら
の
正
式
な
通
知

（
支
払
い
督
促
・
小
額
訴
訟
）
の

場
合
に
は
適
切
に
応
じ
な
い
と
相

手
の
請
求
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

　
　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
返
還

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン

を
退
去
す
る
と
き
に
敷
金
を
返
し

て
く
れ
な
い
と
言
う
相
談
が
目
立

ち
ま
す
。
契
約
書
面
の
特
約
条
項

が
「
た
た
み
・
ク
ロ
ス
の
張
替
え

や
鍵
の
取
替
え
ま
で
借
主
が
負
担

す
る
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
特
約
条
項
そ
の
も
の
が
消
費
者

契
約
法
の
不
当
条
項
に
あ
た
り
無

効
で
あ
る
と
の
判
例
が
一
般
的
で

す
。
借
主
に
は
善
意
の
管
理
者
た

る
注
意
義
務
が
あ
る
の
で
、
故
意

過
失
で
つ
け
た
汚
れ
に
つ
い
て
は

修
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
国
土
交
通
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
自
分
の
負
担

す
る
範
囲
を
判
断
し
、
交
渉
す
る

よ
う
助
言
し
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
時
は

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
消
費
生
活
に
関

す
る
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
な
ど
で
契

約
し
た
時
に
は
契
約
し
た
日
か
ら

８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

無
条
件
解
除
が
で
き
ま
す
。
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い

て
も
販
売
方
法
や
契
約
書
面
に
問

題
が
あ
れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　

今
だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
あ
な
た

だ
け
と
い
う
よ
う
な
う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。
急
が
せ
る
契
約
に

は
ご
用
心
で
す
。

　

相
談
は
専
用
電
話
（
11
７
２
２

・
０
０
０
１
）
へ
（
月
〜
土
曜
日

の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時
）
。

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター11７２５・８８０５

　

「
こ
こ
ろ
み
農
園
」
で
は
、
お

正
月
の
飾
り
物
と
し
て
好
適
な
、

シ
イ
タ
ケ
の
「
ほ
た
木
」
を
販
売

し
ま
す
。
ほ
た
木
は
直
径　

㎝
、

１０

長
さ　

㎝
で
台
が
付
き
、
立
て
て

４０

置
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
価
格　

１
本
７
０
０
円

○
販
売
本
数　

２
０
０
本
（
１
人

１
本
、
抽
選
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　
１２

月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
こ

１２
こ
ろ
み
農
園
（
〒　

－

０
０
７

１９５

４
、
山
崎
町
９
９
６
、
11
７
９
１

・
３
３
８
８
）
へ
。

※
抽
選
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

【
引
き
換
え
】

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

２７

　

時
〜
午
後
３
時

１１○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
正

面
玄
関
前

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
た
木

販
売
し
ま
す

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
た
木 
販
売
し
ま
す

 自然休暇村（長野県川上村）�
　　　　6月分の利用受付�

70120・55・2838
申 込 先�

（現地にフリーダイヤルでつながります）�

12月1日から受付開始�

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、

６
月
１
日
〜　

日
で
す
。

３０

※
６
月
３
日
、
４
日
は
休
館
日
で

す
。

※
６
月
５
日
、　

日
、　

日
、　

１２

１８

１９

日
、　

日
〜　

日
は
小
学
校
自
然

２４

２６

教
室
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
５
月
分
ま
で
の
予
約
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
随

伴
者
ま
た
は
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食

２
０
０
０
円
で
食
事
が
で
き
ま
す

（
要
予
約
）
。

※
最
寄
り
の
駅
・
バ
ス
停
ま
で
の

無
料
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前
８

１２

時　

分
か
ら
自
然
休
暇
村
申
込
専

３０
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
休
暇
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

２００７年度上半期消費生活相談件数
上位１０位（商品・サービス別）

件数内　容順位
１５５電話情報サービス（主に不当請求）１
１５４フリーローン・サラ金２
１１４オンライン情報サービス（主に不当請求）３
１００賃貸アパート・借家４
６０住宅関連工事５
５１商品一般（主に不当請求）６
４２自動車７
３５生命保険８
３１新聞９
３１移動電話サービス９

４月～９月の
相談件数の推
移

件数月
 ２９８４
 ３０７５
 ３１８６
 ３０９７
 ３１２８
 ３１０９
１８５４合計

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
火
の

鳥
〜
鳳
凰
編
」
・
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
体
験
」

多
摩
･
島
し
ょ

子
ど
も
体
験
塾

【
①
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】

○
日
時　

第
１
回
＝
３
月　

日
２８

（
金
）
午
後
７
時
開
演
、
第
２
回

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

２９

（
上
演
時
間
約
１
時
間　

分
）

４５

【
②
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
】

○
日
時
･
内
容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
＝
３
月　

日
（
金
）
午
後
４
時

２８

〜
５
時
（
予
定
）
、
バ
ッ
ク
ス
テ

ー
ジ
ツ
ア
ー
＝
３
月　

日
（
土
）

２９

終
演
後
約　

分
３０

※
②
の
催
し
へ
の
参
加
に
は
①
の

チ
ケ
ッ
ト
購
入
が
必
要
で
す
。

◇

○
対
象　

町
田
市
、
多
摩
市
、
稲

城
市
在
住
の
①
小
･
中
学
生
を
中

心
と
し
た
親
子
②
小
･
中
学
生

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。
①
に
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
１

歳
６
か
月
以
上
、
１
人
５
０
０

円
）
が
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
購

入
後
に
チ
ケ
ッ
ト
パ
ル
テ
ノ
ン
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

○
会
場　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
（
多

摩
市
）

○
定
員　

①
１
４
１
４
人
（
申
し

込
み
順
）
②
各　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

①
小
･
中
学
生
１
０
０

０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

①
は　

月　

日
か

１２

１５

ら
町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２
８

･
４
３
０
０
）
で
電
話
予
約
受
付

開
始
。
ま
た
、
同
日
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
パ
ル
テ
ノ
ン
（
パ
ル
テ
ノ
ン
多

摩
２
階
、
午
前　

時
〜
午
後
６

１０

時
）
、　

月　

日
か
ら
多
摩
市
役

１２

１７

所
売
店
で
も
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

ま
す
。
②
は
①
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入

後
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
催
し
名
（
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
）
を
書
き
、
住
所

･
電
話
番
号
･
参
加
者
全
員
の
氏

名
･
年
齢
･
座
席
番
号
を
明
記

し
、
２
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２５

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
「
火
の
鳥
」
係

（
〒　

－

０
０
３
３
、
多
摩
市
落

２０６

合
２－

　

）
へ
。

３５

※
①
で
車
い
す
を
希
望
の
場
合

は
、
チ
ケ
ッ
ト
パ
ル
テ
ノ
ン
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

※
詳
細
は
チ
ケ
ッ
ト
パ
ル
テ
ノ
ン

（
11
０
４
２
・
３
７
６
・
８
１
８

１
、h

ttp
:/
/
w
w
w
.p
a
rth
e
n

o
n
.o
r.jp
/

）
へ
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
･
２

８
７
６

（
町
田
第
四
小
学
校
敷
地
内
、
11

７
２
６
・
２
４
４
８
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２

１
８
２

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

�
け
む
り
〞
工
房

【 
燻 
製
作
り
教
室
】

く
ん

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
期
日　
　

月　

日
、
２
月
９

１２

１５

日
、
３
月
８
日
（
い
ず
れ
も
土
曜

日
、
全
３
回
）

利

用

講

習

会

ピ
ザ
窯
・ 
燻 
製
箱

く
ん

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前

１２

２３

　

時
〜
午
後
２
時

１０○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前
９

１２

時
か
ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０

０
）
へ
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
会
場　

同
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

八
王
子
燻
製
研
究
会

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

各
回
大
人
５
０
０
円
、

子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
３
０
０

円○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前
９

１２

時
か
ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０

０
）
へ
。

※
各
回
と
も
無
料
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅

西
口
を
午
前
９
時　

分
に
、
同
セ

４０

ン
タ
ー
を
午
後
３
時　

分
に
出
発

１０

し
ま
す
。



２００７．　．　 （　）１２ １ ９お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

　

「
遊
ん
で
学
べ
る
カ
ル
タ
展－

こ
と
わ
ざ
と
い
ろ
は
歌
留
多
」
展

（
１
月
５
日
〜　

日
）
関
連
事
業

２７

で
す
。

【
①
子
ど
も
百
人
一
首
か
る
た

会
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
の
方

○
日
時　

１
月
５
日
（
土
）
午
前

　

時
〜
正
午

１０【
②
百
人
一
首
か
る
た
会
】

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

こ
と
ば
ら
ん
ど
の

お

正

月

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り
、
閉

じ
こ
も
り
防
止
、
認
知
症
予
防
の

た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
い
る
講
座
で
す
。

【
絵
手
紙
講
座
】

○
期
日　

１
月
８
日
〜
３
月
４
日

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０○

定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
８
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）

【
水
彩
画
講
座
】

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１０

１３

（
１
月　

日
を
除
く
い
ず
れ
も
木

１７

曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０○

定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）

【
英
会
話
講
座
】

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月
６
日

１０

（
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）

◇

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
初
心
者
（
シ
ル
バ
ー
会
員
を
除

き
ま
す
）

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
･
住
所
･
氏
名
･
年
齢
･
電

話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま

１２

１０

で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２

１９４

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

市
民
講
座
（
後
期
）

２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ
く
わ

１５

く
プ
ラ
ザ
町
田
内
）
へ
。

※
抽
選
結
果
は　

月　

日
ご
ろ
発

１２

２０

送
予
定
で
す
。

□問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
11
７

２
３
・
２
１
４
７
、
町
田
市
高
齢

者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
６

　

公
衆
浴
場
の
入
浴
券
を
差
し
上

げ
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

７０

ら
し
及
び
高
齢
者
世
帯
の
高
齢
者

（
世
帯
全
員
が　

歳
以
上
）
で　

６５

７０

歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
風
呂
の
な

い
方
、
も
し
く
は
介
護
保
険
法
の

要
支
援
１
〜
要
介
護
３
の
認
定
を

受
け
た
方
で
風
呂
の
準
備
が
で
き

な
い
方

○
交
付
枚
数　

１
か
月　

枚
１０

○
申
し
込
み　

身
分
証
明
書
、
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
直
接
高
齢

者
福
祉
課
（
11
７
２
４
･
２
１
４

１
）
へ
。

高
齢
者
の
方
に

入
浴
券
を
交
付
し
ま
す

【
障
が
い
者
福
祉
と
学
び
を
考
え

る
講
座
】

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
方

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
（
２

月
３
日
は
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
）

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

市
民
企
画
講
座

講　師テーマ日　時
桜美林大学教授
　　茂木俊彦氏

障がいのある人たちをとりまく状況
－障がい者福祉概論－

１月１３日（日）
午前１０時～正午

障がい福祉課長町田の障がい者福祉の歴史と
現在

１月２０日（日）
午前１０時～正午

（特）町田ヒューマ
ンネットワーク
　　関根善一氏

当事者の視点から障がい者福
祉を考える

１月２７日（日）
午前１０時～正午

体験！障がい者青年学級２月３日（日）
午前１０時～午後４時

日本社会事業大
学教授　辻浩氏

社会教育の視点から障がいの
ある人たちの学びを考える

２月１７日（日）
午前１０時～正午

　
　

月
１
日
か
ら
町
田
市
と

１２
接
し
て
い
る
相
模
原
市
と
の

境
界
の
一
部
が
変
わ
り
ま

す
。

　

境
川
の
改
修
に
よ
り
生
じ

た
飛
び
地
を
解
消
し
、
住
民

の
方
の
生
活
や
土
地
利
用
上

の
利
便
を
図
り
ま
す
。

　

変
更
す
る
区
域
は
、
下
図

の
と
お
り
で
す
。
変
更
す
る

面
積
は
、
相
模
原
市
か
ら
町

田
市
へ
約
１
万
６
６
０
０

㎡
、
町
田
市
か
ら
相
模
原
市

へ
約
１
万
３
９
０
０
㎡
に
な

町 田 市 と

相 模 原 市 と の

境界の一部を変更

　

２
０
０
３
年
「
鳥
取
砂
丘
」
が

大
ヒ
ッ
ト
し
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合

戦
」
に
は
４
年
連
続
出
場
中
。
ま

た
２
０
０
５
年
に
は
日
本
レ
コ
ー

ド
大
賞
最
優
秀
歌
唱
賞
を
受
賞
。

２
０
０
６
年
に
は
「
熊
野
古
道
」

で
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
歌
謡
祭
演
歌
・

歌
謡
曲
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
、
現
在
、
人
気
急
上
昇
中
で

す
。

３
月
１
日
（
土
）

①
午
後
２
時　

分
開
演

３０

②
午
後
６
時
開
演

５
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【　

月
４
日
午
前
８
時　

分
か
ら

１２

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３

０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
催
し
物

水
森
か
お
り
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー
２
０
０
８

歌歌
謡謡
紀紀
行行

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

３
月
４
日
（
火
）

午
後
６
時　

分
開
演

３０

　

桂
歌
丸
、
柳
家
権
太
楼
、
桧
山

う
め
吉
（
俗
曲
）

○
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

枚
に
つ
き
２
人
ま
で
申
込
可
）

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
人
数
と
、
「
町
田
市
民
ホ
ー

ル
３
月
４
日
」
を
明
記
し
、
１
月

　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に（
社
）

１０落
語
芸
術
協
会
内
都
民
寄
席
実
行

委
員
会
（
〒　

－

０
０
２
３
、
新

１６０

宿
区
西
新
宿
６－

　

－

　

、
芸
能

１２

３０

花
伝
舎
２
階
）
へ
。

※
入
場
無
料
で
す
が
、
１
人
１
枚

の
申
し
込
み
で
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

□問
 

都
民
寄
席
実
行
委
員
会
事
務
局

11　

・
５
９
０
９
・
３
０
８
１
、

０３
町
田
市
民
ホ
ー
ル
11
７
２
８
･
４

３
０
０

２
０
０
８
都
民

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第　

回

都都
民民
寄寄
席席

３８

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団
体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①定員になり次第入
場をお断りします②内容等は変更する場合があります③１２月の休館
日は、３日、１７日、２８日～３１日です。

問い合わせ
（11）主催入場料催し物時間期日

７９３・６８３６ひかりの子
保育園２，０００円

クリスマスコンサート
全盲のピアニスト＆バ
リトン歌手　北田康広

１４：３０～
　　１６：００１６日（日）

７２８・４３００町田市民
ホール

４，５００円
クリスマス・アヴェ・
マリア～サンクトペテ
ルブルグ室内合奏団～

１８：３０～
　　２０：３０１９日（水）

Ｓ席
６，５００円
Ａ席
５，５００円

市制５０周年
プレ記念事業

プッチーニ・オペラ
ラ・ボエーム

１７：３０～２３日（祝）

完売御礼１４：００～２４日（休）

７２２・３３０２スガナミ
楽器（株）１，０００円

第８回スガナミ
ピアノコンクール

本選会
未定２５日（火）

０９０・７２３６
・５９０１

桜美林大学
吹奏楽団無料桜美林大学吹奏楽団

第４回定期演奏会
１７：３０～
　　１９：００２７日（木）

町田市民ホール　１２月後半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

【
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〜
か
ん

た
ん
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
つ
く

ろ
う
〜
】

○
対
象　

２
歳
以
上
の
親
子

　

本
紙　

月　

日
号
２
面
掲

１１

２１

載
の
「
玉
川
学
園
地
域
の
い

ま
昔　

連
続
歴
史
懇
話
会
」

の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
芝
生

（
し
ぼ
お
）
」
と
な
り
ま

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・

２
１
０
１

お

詫

び

○
日
時　

①　

月
７
日
（
金
）
、

１２

②　

月　

日
（
火
）
、
午
前　

時

１２

１１

１０

　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

○
定
員　

各　

組
（
申
し
込
み

１０

順
）

○
費
用　

４
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

▲

桂
歌
丸

▲

水
森
か
お
り

【
う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ
〜
チ
ョ

コ
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
つ
く
ろ

う
〜
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月
８
日
（
土
）
午
後

１２

２
時
〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

４
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

◇

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前　

１２

１０

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大

谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・

６
７
９
１
）
へ
。

　

町
田
市
こ
こ
ろ
み
農
園
が
製
造

し
た
漬
け
物
を
、
食
品
衛
生
法
な

ど
が
規
定
す
る
品
名
な
ど
の
表
示

が
な
い
ま
ま
販
売
し
て
い
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
（
こ
こ
ろ
み
農

園
）
11
７
９
１
･
３
３
８
８

こ
こ
ろ
み
農
園

お

詫

び

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８

・
０
０
７
１

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
前

１９

　

時
〜
正
午

１０【
③
講
演
会
「
百
人
一
首
の
楽
し

み
」】

○
日
時　

１
月
５
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時　

分
３０

【
④
講
演
会
「
い
ろ
は
カ
ル
タ
か

ら
見
た
こ
と
わ
ざ
の
歴
史
」】

○
日
時　

１
月　

日
（
金
）
午
後

１１

２
時
〜
３
時　

分
３０

◇

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
講
師　

①
②
は
ま
ち
だ
か
さ
さ

ぎ
会
代
表
・
児
玉
文
子
氏
、
③
は

共
立
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
篠
塚

純
子
氏
、
④
は
こ
と
わ
ざ
学
会
会

員
・
時
田
昌
瑞
氏

○
定
員　

①
②
は　

人
、
③
④
は

５０

「障がい者福祉と学びを考える講座」日程表

凡 例�

境川�
境川橋�

古淵�

古淵駅�

ひのき橋�
森野橋�

幸延寺橋�

町田駅� ＪＲ横
浜線�

町田市�
森野�

相模原市�
鵜野森�

境橋�

木曽町�

相模原市から町田市に編入する区域�
町田市から相模原市に編入する区域�

境橋�
上鶴間橋�

上鶴間本町�

鶴金橋�

金山橋�

金森�

小
田
急
小
田
原
線�

１
０
０
人
、
申
し
込
み
順

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話

で
町
田
市
民
文
学
館
（
11
７
３
９

・
３
４
２
０
）
へ
。

市
制　

周
年
記
念

５０

り
ま
す
。

　

な
お
、
変
更
す
る
区
域
は
、
対

象
の
住
民
の
方
と
土
地
・
家
屋
所

有
者
の
方
の
同
意
を
得
ら
れ
た
区

域
で
す
。

□問
 

総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
０
４



２００７．　．　（　） １２ １１０ お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１

組
１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
明

記
し
、　

月
８
日
ま
で
（
消
印
有

１２

効
）
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

※
体
育
館
コ
ー
ス
名
・
生
年
月
日

（
子
供
の
み
）
も
記
入
。

※
市
外
在
住
の
方
は
、
市
内
の
園

名
、
学
校
名
ま
た
は
勤
務
先
と
そ

の
所
在
地
を
記
入
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加

者
優
先
の
う
え
抽
選
。

【
親
子
体
操
教
室
】

ス
ポ
ー
ツ
教
室

○
対
象　

市
内
在
住
で
２
歳
６
か

月
〜
３
歳
（
教
室
初
日
）
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

※
き
ょ
う
だ
い
等
の
お
ん
ぶ
・
抱

っ
こ
で
の
参
加
は
不
可
。

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
木

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

１０

１３

日
の
毎
週
木
曜
日
、
サ
ン
町
田
旭

体
育
館
水
曜
コ
ー
ス
＝
１
月
９
日

〜
３
月　

日
の
毎
週
水
曜
日
、
各

１２

コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
前　

時
〜

１０

　

時
１１○

定
員　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー

ス
＝　

組
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館

３０

水
曜
コ
ー
ス
＝　

組
２５

○
費
用　

４
７
０
０
円

【
地
区
健
康
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
（
教
室
初
日
）
の

１８

方○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１０

２７

の
毎
週
木
曜
日
（
３
月　

日
を
除

２０

く
）
、
全　

回
１１

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

４５

１１

○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校
体
育

館
（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
７
０
０
円

【
地
区
親
子
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
６
か

月
〜
３
歳
（
教
室
初
日
）
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

※
き
ょ
う
だ
い
等
の
お
ん
ぶ
・
抱

っ
こ
で
の
参
加
は
不
可
。

○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月
７
日

１１

の
毎
週
金
曜
日
（
２
月
１
日
を
除

く
）
、
全
８
回

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
定
員　
　

組
２０

○
費
用　

３
８
０
０
円

【
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
の
４

歳
〜
６
歳
（
教
室
初
日
）
の
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者

※
き
ょ
う
だ
い
等
の
お
ん
ぶ
・
抱

っ
こ
で
の
参
加
は
不
可
。

○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１２

２２

の
毎
週
土
曜
日
（
１
月　

日
・
２

２６

月
２
日
を
除
く
）
、
全
９
回

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

組
３０

○
費
用　

４
３
０
０
円

【
わ
ん
ぱ
く
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
で
未

就
学
の
５
歳
〜
６
歳
児
（
２
０
０

１
年
４
月
２
日
〜
２
０
０
３
年
４

月
１
日
生
）

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
木

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

１７

２７

日
（
３
月　

日
を
除
く
）
の
毎
週

２０

木
曜
日
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

１６

１９

日
の
毎
週
水
曜
日
、
各
コ
ー
ス
全

　

回
１０○

時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
３
時　
１５

分
〜
４
時　

分
１５

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
小
学
生
球
技
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
生

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
木

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

１７

２７

日
（
３
月　

日
を
除
く
）
の
毎
週

２０

木
曜
日
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

１８

２１

日
の
毎
週
金
曜
日
、
各
コ
ー
ス
全

　

回
１０○

時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
４
時　
３０

分
〜
６
時

○
定
員　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー

ス
＝　

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館

４０

金
曜
コ
ー
ス
＝　

人
３０

○
費
用　

１
６
０
０
円

【
初
心
者
太
極
拳
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１８

○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１７

２７

の
毎
週
木
曜
日
（
３
月　

日
を
除

２０

く
）
、
全　

回
１０

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

【
小
学
生
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
で
跳

び
箱
・
マ
ッ
ト
運
動
・
鉄
棒
が
苦

手
な
小
学
生

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
火

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

２２

２５

日
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

日
、

１６

１９

各
コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
４
時　
３０

分
〜
６
時

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４０

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
ち
び
っ
こ
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
の
４

歳
児
（
２
０
０
３
年
４
月
２
日
〜

２
０
０
４
年
４
月
１
日
生
）

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
火

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１６

○
日
時　
　

月
９
日
（
日
）
午
前

１２

９
時
か
ら
受
付

○
会
場　

花
の
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
場
（
相
原
町
８
７

０
）

○
競
技　

フ
ィ
ー
ル
ド
１
ラ
ウ
ン

ド
（
Ｇ
Ｒ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ

各
男
女
）

○
費
用　

３
５
０
０
円
（
昼
食

付
）

※
別
に
１
口
５
０
０
円
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
寄
付
金
１
口
以
上
（
当
日

徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
納
射
会

兼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
射
会

【
レ
ク
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
】

　

運
動
で
き
る
服
装
で
、
昼
食
、

上
履
き
を
お
持
ち
に
な
り
、
直
接

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。
午
前
・

午
後
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

○
対
象　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で○
日
時　
　

月
９
日
（
日
）
午
前

１２

９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

午
前
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
挑
戦
し
よ
う
、
ク
ッ
プ
、
キ

ン
ボ
ー
ル
ほ
か
▽
午
後
＝
ダ
ン

ス
、
民
踊

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ス
ポ
レ
ク
の
集
い

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１８

○
期
間　

１
月　

日
〜
２
月
７
日

１０

の
毎
週
木
曜
日
、
全
５
回

○
時
間　

Ａ
コ
ー
ス
（
初
心
者
水

初
心
者
・
泳
法
別

水

泳

教

室

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
日
時　

２
月　

日
（
日
）
午
前

２４

９
時
か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
（
一

般
男
子
１
部
・
２
部
・
３
部
、
壮

年
男
子
１
部
・
２
部
、
一
般
女
子

１
部
・
２
部
・
３
部
、
壮
年
女
子

１
部
・
２
部
）

町

田

オ

ー

プ

ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会

○
部
別　

１
部
＝
各
大
会
上
位
入

賞
者
・
連
盟
の
認
め
る
方
・
希
望

者
、
２
部
＝
１
部
以
外
の
方
、
３

部
＝
１
部
・
２
部
以
外
の
方
、
壮

年
の
部
＝
大
会
当
日
の
年
齢　

歳
４５

以
上
の
方
（
１
部
＝
各
大
会
上
位

入
賞
者
、
２
部
＝
１
部
以
外
の

方
）

○
定
員　

２
５
０
組
（
申
し
込
み

順
）

○
費
用　

１
組
３
０
０
０
円

○
申
込
期
間　
　

月　

日
〜
１
月

１２

１４

　

日
（
必
着
）

１６○
申
し
込
み　

申
込
方
法
及
び
参

加
費
の
納
入
は
大
会
要
項
（
総
合

体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に

あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
不

可
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
〜
３
月　

２２

２５

日
の
毎
週
火
曜
日
、
サ
ン
町
田
旭

体
育
館
金
曜
コ
ー
ス
＝
１
月　

日
１８

〜
３
月　

日
の
毎
週
金
曜
日
、
各

２１

コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
３
時　
１５

分
〜
４
時　

分
１５

○
定
員　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー

ス　

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金

４０
曜
コ
ー
ス
＝　

人
２５

○
費
用　

１
４
０
０
円

　

手
づ
く
り
の
し
め
飾
り
で
お
正

月
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１６

９
時　

分
〜　

時　

分
と
午
後
１

３０

１１

３０

時
〜
３
時
の
２
回

○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

１５

順
）

○
費
用　

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
か
し

の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

（
11
７
２
４
・
１
６
６
０
）
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

工

作

教

室

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
後

１９

２
時
〜
３
時　

分
（
午
後
１
時　

４０

３０

分
開
場
）

○
会
場　

市
立
中
央
図
書
館

○
内
容　

「
近
衛
家
･
陽
明
文
庫

に
つ
い
て
」

○
講
師　

陽
明
文
庫
理
事
文
庫
長

市
立
図
書
館
･
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
／
特

別
展
「
宮
廷
の
み
や
び－

近
衛
家

１
０
０
０
年
の
名
宝
」

関

連

講

演

会

・
名
和
修
氏

○
定
員　

１
１
９
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　
　

月
４
日
〜　

日

１２

２５

ま
で
に
、
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
11
７
２
４
･
５
６
５
６
）

へ
。

※
本
展
覧
会
は
１
月
２
日
〜
２
月

　

日
ま
で
東
京
国
立
博
物
館
で
開

２４催
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
マ
マ
の
し
ゃ
べ
り
場

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を

子
育
て
中
の
保
護
者
（
保
育
有

り
）

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１２

１２

　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
辻
野
恵
子
氏

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・

１
５
２
５
）
へ
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
初
・
中

級
者
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入

者○
期
間　

１
月　

日
（
金
）
〜　

１８

２０

日
（
日
）
夜
（
宿
１
・
５
泊
）

○
集
合
時
間
・
場
所　

午
後
８
時

　

分
町
田
日
本
生
命
ビ
ル
前

３０○
会
場　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

○
内
容　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習

（
今
回
は
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
は
あ
り

ま
せ
ん
）

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３５

○
費
用　

２
万
９
０
０
０
円
（
リ

フ
ト
・
昼
食
代
等
は
別
途
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
教
室
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

性
別
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
職
業

・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、　

月
１２

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会

１０事
務
局
へ
。

１
月
市
民
ス
キ
ー
教
室

泳
教
室
）
＝
午
前　

時
〜　

時　

１０

１０

５５

分
、
Ｂ
コ
ー
ス
（
泳
法
別
水
泳
教

室
）
＝
午
前　

時
５
分
〜
正
午

１１

○
会
場　

市
立
室
内
プ
ー
ル

○
内
容　

基
礎
練
習
を
中
心
と
し

た
水
泳
指
導

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽

３０

選
）

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
教

室
名
と
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
書

き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
世
別
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）

１２

２８

に
町
田
市
水
泳
協
会
事
務
局
（
〒

　

－

０
０
３
５
、
忠
生
２－

３－

１９４１
、
協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
町
田
内
）

へ
。

※
市
内
在
住
以
外
の
方
は
、
学
校

名
ま
た
は
勤
務
先
と
そ
の
住
所
も

明
記
し
て
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

□問 子育て支援課11７２４・２１３８保育園子育てひろば事業
会　場日　時内　容保育園
小山白山
公園

１２月５日（水）
１０：３０～１１：３０

プレーパーク
お外で元気にあそぼうクローバー

保 育 園
11７８２・４４０１

ソレイユさがみ
セミナー
ルーム１

１２月１９日（水）
１０：００～１１：３０

あそびのメリーゴー
ランド　海底トンネ
ルであそぼう！

鶴川市民
センター
２階和室（大）

１２月７日（金）、２１日（金）
１０：００～１１：００

プチプチランド
（１歳）大 蔵

保 育 園
11７３５・３６００ 同園ホール１２月６日（木）、２０日（木）

１０：００～１１：３０
ワクワクランド
（２歳以上）

カルフール
南町田店

１２月１２日（水）
１４：００～１４：３０

にこにこランド
（出前保育）南つくし野

保 育 園
11７８８・５２２８ 同　園１２月１０日（月）

１０：００～１１：３０

ちょっとほっと
カフェ（おしゃ
べりたいむ）

同　園

１２月５日（水）
１０：００～１１：００

おひさまくらぶ
「クリスマスの
飾りを作ろう」

高 ケ 坂
ふ た ば
保 育 園
11７２０・８２１６ １２月１９日（水）

１０：００～１１：００
おひさまくらぶ
身体測定・誕生会
地域の子育て家庭に保育園を開放しています。ど
なたでもお気軽に遊びに来て下さい。子どもも大
人も一緒に遊びましょう�お待ちしています。

子 育 て
ひろばの
ご 案 内
※内容についてのお問い合わせは各園にお願いします。
※市内保育園３６か所で子育てひろば事業を実施しています。
詳細は子育てひろばカレンダーをご覧下さい（上記保育園
や各市民センター等約１３０か所で配布しています）。



２００７．　．　 （　）１２ １ １１お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

　原則として乳幼児とその保護者、１８歳までの方が利用できます。
※詳細は各施設へお問い合わせ下さい。※申し込みについて特記のない催しは、直接会場へおいで下さい。

子どもセンター・子どもクラブ　１２月の催し □問 児童青少年課11７２４・２１８２

日　　　　時催し名〈対象／定員／費用等〉施設名
２３日 
午前１１時～午後３時

ばあんの冬まつり＝ゲーム、工作コーナー、模擬店
（有料）、ステージ発表など〈１８歳までの子ども〉

子 ど も
センター
ば あ ん

11７８８
・４１８１
※１

午後３時３０分～５時
１日＝ぽんぽん人形、８日＝六角
箱、１５日＝リース、２３日（ばあん
の冬祭り・午前１１時～午後３時）
＝毛糸のリース、つるのリース、
サンタクロースマスコット

楽しい工作教室
〈１８歳までの子ども。未就学児は保護者同伴〉

３日、１７日 
午前１１時～１１時３０分

おはなしはじまるよ＝乳幼児向けのお話会
〈乳幼児とその保護者〉

①毎週金曜日（２８日はお休み） 
②毎週水曜日（２６日はお休み） 
午前１１時～１１時３０分

①キッズアタック＝スキンシップを中心とした親子
遊び〈乳幼児とその保護者〉
②ヤンチャッチャ＝子どもたちの集団遊び。リトミ
ック、ゲーム、工作等　〈３歳以上児とその保護者〉

①３日、６日、１３日 
　午前１１時～１１時３０分 
※同一週内に行うプログラムは
同じ内容です。 
②毎週金曜日（２８日はお休み）
　午後３時～４時 
③１６日午前１０時３０分～１１時１５分

①ぽっぷんたいむ＝親子あそび
〈乳幼児とその保護者〉
②げんきたいむ＝外遊び・工作など
〈３歳以上の幼児とその保護者〉
③パパといっしょ＝親子遊び
〈３歳以上の幼児とその保護者〉子 ど も

センター
つるっこ 

11７０８
・０２３６
※１

①１０日②１７日 
午前１１時～１１時１５分

①ぴよぴよたいむ＝おはなし・手遊び〈０・１歳児とその保護者〉
②ぱおぱおたいむ＝おはなし・手遊び〈２・３歳児とその保護者〉

①５日午後２時３０分～４時
　６日午後３時～４時３０分 
②８日午後３時～４時３０分 
③１９日午後２時３０分～４時
　２０日午後３時～４時３０分

こうさくたいむ
①クリスマスリース②折り紙・ポインセチア③はし
おきとお年玉袋
〈１８歳までの子ども。幼児は保護者同伴〉

①１日②１５日 
午後３時～４時

どり～む・シネマーズ＝ミニ映画会
①『笠地蔵』ほか
②『すてきなクリスマス』ほか
〈１８歳までの子ども。幼児は保護者同伴〉

５日＝なんでもボックス、１２日
＝ボトルツリー、１９日＝ステン
ドグラス、２６日＝わなげ
午後３時３０分～５時

工作ばんばん
〈小学生以上または保護者同伴の乳幼児〉

南 大 谷
子 ど も
ク ラ ブ 

11７３９
・６７９１
※２

①６日、１８日
　午後４時３０分～５時 
②１７日午前１１時～１１時３０分

①おはなしなぁに〈小学生以上または保護者同伴の幼児〉
②ちっちゃなおはなし箱＝手遊び、絵本の読み聞かせなど
〈乳幼児とその保護者〉

①６日、１３日②５日 
午前１１時～１１時３０分

スキンシップを中心とした親子あそび 
①ぴっころタイム〈乳幼児とその保護者〉
②ぷちっこタイム〈０歳～１歳３か月ぐらいの乳幼児とその保護者〉

２５日午後３時～４時みなみっこ☆クリスマス＝おたのしみ出し物、クリ
スマス工作など

５日 
午前１１時～１１時３０分

ころころベビー＆キッズ＝親子で体操やリズム遊び
をしよう〈乳幼児とその保護者〉

玉川学園 
子 ど も
ク ラ ブ 
ころころ
児 童 館 

11７１０
・１４７５
※２

毎週金曜日（２８日はお休み） 
午前１０時３０分～正午

乳幼児のための「子育て広場」＝大きな遊具でのび
のび遊ぼう〈乳幼児とその保護者〉

１１日、午後４時～４時３０分冬のお話会＝“お話コスモス”の楽しいお話の会〈小学生以上〉

１２日、午後３時３０分～５時かつまたさんの将棋教室「竜王戦」＝この日はみん
な真剣勝負！〈小学生以上〉

歳
未
満
の
男
子
（
中
学
３
年
生
以

上
）
／
受
付
期
間
＝
１
月
８
日
ま

で
／
□問
 

自
衛
隊
町
田
募
集
案
内
所

11
７
２
３
・
１
１
８
６

●
（
福
）
三
輪
愛
光
会
パ
ー
ト
職

員
募
集

【
①
三
輪
保
育
園
②
三
輪
子
ど
も

の
学
園
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
】

　

資
格
＝
①
保
育
士
資
格
を
お
持

ち
の
方
／
□問
 

三
輪
愛
好
会
11
０
４

４
・
９
８
７
・
９
８
７
１

●
東
平
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
お
知

ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
園
（
11
７
３

６
・
２
２
６
６
）
へ
。

【
親
子
体
操
教
室
】

　

対
象
＝
３
〜
５
歳
児
／
日
時
＝

　

月　

日
午
前　

時
〜　

時
ご
ろ

１２

１５

１０

１１

／
会
場
＝
同
園
（
広
袴
町
）
／
駐

車
場　

台
／
内
容
＝
プ
ロ
講
師
に

１０

よ
る
体
操
指
導
等
／
定
員
＝　

組
１５

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
園
へ
。

【
保
育
士
（
常
勤
）
募
集
】

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち

の
方
／
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
ほ
か
シ
フ
ト
勤
務

●
悠
々
会
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
『
日
本
の
叙

情
歌
』
を
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
」

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
２
時
〜

１２

１６

４
時
／
会
場
＝
悠
々
園
（
能
ケ
谷

町
）
／
講
師
＝
日
本
童
謡
協
会
会

員
・
山
口
栄
氏
／
内
容
＝
コ
ー
ラ

ス
と
茶
話
会
／
定
員
＝　

人
／
費

４０

用
＝
５
０
０
円
／
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
下
さ
い
／
申
し
込
み
＝

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
３
７

・
７
２
８
８
）
へ
。

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
・
ス
ィ
ー
ト
倶
楽
部　

聴
障
者
の
た
め
の
お
菓
子
作
り
教

室
「
オ
ー
ブ
ン
を
使
わ
な
い
ク
リ

ス
マ
ス
・
ケ
ー
キ
」

　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
付
き
で

す
／
日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時

１２

２０

〜
４
時
ご
ろ
／
会
場
＝
町
田
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
／
定
員
＝　

人
／
費

１２

用
＝
約
７
０
０
円
／
申
し
込
み
＝

　

月　

日
ま
で
に
同
倶
楽
部
（
6

１２

１０

７
２
８
・
０
０
５
０
）
へ
。

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
地

域
包
括
推
進
セ
ン
タ
ー
看
護
師

（
嘱
託
職
員
）
募
集

　

資
格
＝
看
護
師
ま
た
は
保
健
師

資
格
を
有
し
、
普
通
自
動
車
免
許

を
お
持
ち
の
方
／
人
員
＝
１
人
／

申
し
込
み
＝
写
真
を
張
っ
た
履
歴

書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
協
議

会
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田

１９４

４－

９－

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
内
、
11
７
２
２
・
４
８
９

８
）
へ
。

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
非
常
勤
職

員
募
集

　

職
種
＝
①
登
録
訪
問
介
護
員
②

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
員
③
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
介
護
員
④
館
内
清
掃
員

⑤
運
転
業
務
（
送
迎
車
の
運
転
）

／
資
格
＝
高
齢
者
福
祉
施
設
で
仕

事
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
①
〜

③
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
有
資

格
者
／
勤
務
日
時
＝
週
３
〜
５
日

（
応
相
談
）
、
④
は
午
前
７
時
〜

　

時
／
人
員
＝
各
若
干
名
／
□問
 

同

１１ケ
ア
セ
ン
タ
ー
11
７
２
０
・
２
２

０
２

●
東
京
家
政
学
院
大
学
特
別
公
開

講
座
「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
…
」

　

女
子
マ
ラ
ソ
ン
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
・
有
森
裕
子
氏
が
お
話
し
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い

／
日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時
〜

１２

１３

２
時　

分
／
会
場
＝
同
大
学
講
堂

３０

（
相
原
町
）
／
□問
 

同
大
学
11
７
８

２
・
９
８
１
１

　

歩
き
や
す
い
履
き
物
と
服
装
で

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ

た
靴
で
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

初
心
者
講
習
会

い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
○
持
ち
物　

弁
当
・
水
筒
・
雨
具

等【
鶴
見
川
Ｖ
ウ
ォ
ー
ク
（
自
由
歩

行
）】

○
日
時　
　

月
５
日
（
水
）
午
前

１２

９
時　

分
集
合

２０

○
集
合
場
所　

小
田
急
線
鶴
川
駅

前
公
園
（
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

い
。

○
対
象　

市
内
在
住

の
小
学
生

以
上
の
方

○
日
時　
　

月
８
日
（
土
）
午
前

１２

９
時
〜　

時
１１

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
内
容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本

（
楽
し
い
歩
き
方
、
正
し
い
歩
き

方
）

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
コ
ー
ス　

宝
殿
橋
〜
青
葉
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〜
田
園
都
市
線

市
が
尾
駅
（
７
㎞
ゴ
ー
ル
）
〜
千

代
人
道
橋
〜
合
流
点
〜
中
山
大
橋

〜
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
中
山
駅
（　

㎞
ゴ

１３

ー
ル
）
〜
ガ
ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー
〜

総
合
体
育
館
〜
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
成
瀬

駅
前
解
散
（　

㎞
ゴ
ー
ル
）

２１

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

町
田
市
民
文
学
館

【
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会
】

○
対
象　

５
歳
〜
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

２２

　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

○
会
場　

同
館
２
階
大
会
議
室

○
内
容　

リ
ズ
ム
運
動
、
こ
と
わ

ざ
、
絵
本
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

等○
講
師　

リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師
・
定

成
淡
紅
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話

で
町
田
市
民
文
学
館
（
11
７
３
９

・
３
４
２
０
）
へ
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前

１２

１０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
・
南
大

谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

チ
ビ
ッ
コ
あ
そ
び
隊

　

ク
リ
ス
マ
ス

in

つ

る

っ

こ

【
①
わ
く
わ
く
ら
ふ
と
「
モ
ザ
イ

ク
模
様
の
ツ
リ
ー
型
キ
ャ
ン
ド

ル
」】

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　
　

月
９
日
（
日
）
午
後

１２

１
時　

分
〜
３
時　

分
と
午
後
２

３０

３０

時　

分
〜
４
時　

分
の
２
回

３０

３０

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

１０

順
）

○
費
用　

２
０
０
円

【
②
す
ま
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ
「
ツ

リ
ー
ケ
ー
キ
」】

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１６

　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分
と
午

１０

１５

１５

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
の
２
回

３０

３０

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

１２

順
）

○
費
用　

３
０
０
円

【
③
柿
の
木
文
庫
の
お
は
な
し

会
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　
　

月
８
日
（
土
）
午
後

１２

２
時
〜
２
時　

分
４０

◇

○
申
し
込
み　

①
は　

月
２
日
、

１２

②
は　

月
８
日
の
午
前　

時
か
ら

１２

１０

直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０

２
３
６
）
へ
。

※
参
加
は
市
内
在
住
ま
た
は
在

学
、
在
勤
の
方
に
限
り
ま
す
（
③

は
除
く
）
。

※
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
保
護

者
に
限
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ

い
。

　

時
〜　

時　

分

１１

１１

４５

○
会
場　

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
中
心

と
し
た
親
子
あ
そ
び
、
手
遊
び
、

工
作
な
ど
。
サ
ン
タ
も
登
場
？

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７

８
８
・
４
１
８
１
、
南
大
谷
子
ど

も
ク
ラ
ブ
11
７
３
９
・
６
７
９
１

　

資
格
別
に
よ
る
種
目
別
の
競
技

で
す
。

○
日
時　

１
月　

日
（
日
）
午
前

２７

９
時
〜
午
後
７
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
競
技
内
容
・
資
格
区
分　

大
会

要
項
（
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田

旭
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
を
参
照

下
さ
い
。

○
費
用　

１
ペ
ア
５
０
０
０
円

※
費
用
の
支
払
方
法
、
申
込
方
法

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

競

技

大

会

は
大
会
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
ダ
ン
ス
連
盟
（
11
７
９
５

・
５
１
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

○
申
込
期
限　
　

月　

日
午
後
５

１２

１０

時※
見
学
者
は
上
履
き
持
参
で
直
接

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
（
入
場
無

料
）
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

※１　休館日は毎週（火）、２４日（月）は祝日振替で休館、１２月２８日（金）～１月４日（金）は休館。
※２　休館日は毎週（日）と国民の祝日、１２月２８日（金）～１月４日（金）は休館。

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
福
祉
バ
ザ
ー

　

日
時
＝　

月
９
日
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
３
時
（
雨
天
実
施
）
／
会
場

＝
ぽ
っ
ぽ
町
田
／
□問
 

同
協
議
会
11

７
２
５
・
４
４
６
５

●
第
１
回
研
究
大
会　

町
田
市
高

齢
者
福
祉
施
設
運
営
協
議
会
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
福
祉　

町
田　

」

in

【
学
び
あ
お
う
、
福
祉
の
仕
事
】

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時
〜

１２

１４

５
時
／
会
場
＝
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
／
内
容
＝
福
祉
施
設
職
員
に

よ
る
介
護
現
場
で
の
取
り
組
み
や

実
践
な
ど
の
発
表
、
鈴
木
史
朗
氏

に
よ
る
記
念
講
演
／
費
用
＝
５
０

０
円
（
学
生
は
無
料
）
／
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
づ

み
の
里
（
11
７
２
６
・
０
７
５

３
、
6
７
２
６
・
０
３
７
３
）
へ

／
□問
 

福
音
会　

ま
ち
だ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
11
７
３
４
・
８
９
３
５

●
自
衛
官
採
用
案
内
「
自
衛
隊
生

徒
」

　

専
門
技
術
を
有
す
る
、
陸
曹
を

養
成
す
る
制
度
で
す
／
資
格
＝　
１７

’０７



２００７．　．　（　） １２ １１２ お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）

１２／

１
土

☆国際版画美術館市民展示室（～２日　第 
２５回記念昌熾会書展○問 弓納持11７２８・
７３８８）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�中村内科○内  （金森１７８４－３　11７９９・６６５６）
　�町田東口クリニック○内 
 （森野１－３４－１３　11７２１・８８５５）

　�しあわせ野医院○内 
 （成瀬台２－４０－１　11７３９・０４７７）

　�鶴川診療所○小 ○内  （鶴川６－７－１　11７３５・２３８７）
　�牧内科医院○内 ○小  （山崎町１９２１－１　11７９３・３８７３）

２
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）３
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○暴力団などに関する困りごと相談（１時３０分～４時　市
民相談室　予約不要）
○国の行政相談〈国の行政機関・公団・ＮＴＴ・ＪＲなど
に関する意見や要望について〉（１時３０分～４時　市民
相談室　予約不要）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉
○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

４
火

☆国際版画美術館市民展示室（～９日　グル
ープ版展○問 大津11７２７・７４６６／～９日 
第２回　光彩展○問 森11７２６・４５０９）

☆市民ホールギャラリー（～１０日　第４回 
たぶろう多摩展○問 たぶろう美術協会多摩支
部11７２１・３９６９）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸かえ

で公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○年金・社会保険相談〈年金の受給資格、手続、社会保険
に関する相談などについて〉（１時３０分～４時　市民相
談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）５

水☆市民ホールギャラリー（～９日　陶磁器絵
付展○問 スタジオ　アンジュ11７４２・０６３３）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

６
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“つくし野・鶴間線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライ

フ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）７

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

８
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　つくし野外科胃腸科
 （11０４２・７９５・５８２１）

★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　あいの耳鼻咽喉科医院
 （木曽町４９９－１５　11０４２・７２５・１１０８）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�園田クリニック○内 
 （南成瀬１－８－２１　11７３９・７３２２）

　�名越クリニック○内 
 （原町田４－７－１４　11７２９・６５５６）

　�玉川胃腸科クリニック○内 
 （玉川学園７－５－６　11７２５・８２０７）

　�三輪診療所○内  （三輪町１６８－１　11０４４・９８０・０３２１）
　�栗原内科医院○内 ○小 
 （木曽東１－９－１９　11７２６・６５７１）

９
日

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１０
月

消費生活相談1722・0001

消費生活センター（町田市民フォーラム内）�

月～土曜日 午前9時～正午、午後1時～4時�
※土曜日は電話相談のみ。�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着３０人）の予約を受け付けます。�

よく手洗い、うがいをして�
インフルエンザの予防を　�！�

成人歯科健康診査を受けましょう�

町田市歯科医師会　1７２６・８０１８�
町田市健康課　1７２５・５１７８�

町田リス園1734・1001問�□�

町田リス園休園のおしらせ�

園内整備のため休園します�
12月４日（火）～７日（金）�
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